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山
岳
ト
イ
レ
改
善
の
最
新
動
向

山
岳
ト
イ
ン
改
善
の
動
き
は
、
平
成

９
年
頃
か
ら
活
発
化
し
た
。
本
会
で
も
、

平
成
１２
年
Ｈ
月
に
科
学
委
員
会
と
自
然

保
護
委
員
会
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「登

山
者
の
立
場
か
ら
山
の
ト
イ
レ
問
題
を

考
え
る
」
を
開
催
し
た

（会
報
６
６
３
、

６
６
８
号
参
照
）
。
ま
た
、
平
成
１４
年

７
月
に
は
ト
イ
ン
マ
ナ
ー
ノ
ー
ト
を
作

成
し
、
広
く
配
布
し
た
。

こ
の
よ
う
な
改
善
の
動
き
を
促
進
し

た
背
景
に
は
、
環
境
省
が
平
成
Ｈ
年
度

か
ら
山
岳
ト
イ
ン
の
整
備
に
半
額
補
助

を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
下

森

武

昭

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
５
年
間
で

５７
か
所
、
９
億
３
千
万
円
を
補
助
し
た

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
岳
ト

イ
レ
改
善
の
た
め
に
総
額
約
２０
億
円
が

使
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
字
は
、

一
登
山
者
と
し
て
は
大
い
に
考
え
さ
せ

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
１６
年
度

予
算
で
も
１
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ

う
に
、　
一
部
の
地
方
公
共
団
体
も
補
助

金
を
拠
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
富
士

山
の
静
岡
県
側
の
３
つ
の
登
山
ル
ー
ト

で
は
、
平
成
１４
年
度
か
ら
３
年
間
で
全

て
の
ト
イ
ン
を
環
境
に
優
し
い
方
式
に

改
善
す
る
べ
く
、
原
則
と
し
て
、
環
境

省
５０
で
、
静
岡
県
２０
で
、
地
元
の
市
町

村
２０
で
、
山
小
屋
１０
で
の
割
合
で
費
用

負
担
し
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
補
助
金
と
い
う
形
で
行
政
が
積

極
的
に
動
き
出
し
た
こ
と
は
評
価
さ
れ

る
反
面
、
新
た
な
問
題
も
提
起
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、
技
術
的
な
課
題
が

あ
げ
ら
れ
る
。
山
域
外

へ
の
搬
出
を
除

く
と
、
現
場
で
行
う
し
尿
処
理
と
し
て

は
、
生
物
、
化
学
、
土
壌
、
乾
燥

・
焼

却
、
コ
ン
ポ
ス
ト
と
い
っ
た
方
式
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
原
理
と
し
て
は
難
し
く

な
い
の
で
あ
る
が
、
山
岳
地
域
と
い
う

特
殊
性
が
加
わ

っ
た
途
端
に
困
難
さ
が

生
じ
る
。
山
岳
地
で
は
基
本
的
に
イ
ン

フ
ラ
（道
路

ｏ
水

ｏ
電
気
）
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
う
え
に
、
気
象
条
件
が
厳

年   度 補助金総額 対象山小屋数

平成 11年度補正予算 1.3億円 10か所

平成 12年度補正予算 1.5億 円 8か所

平成 13年度当初予算 0.5億 円 2か所

平成 13年度補正予算 4.0億円 20か所

平成 14年度当初予算 0。 5億円 4か所

平成 14年度補正予算 1。 0億円 8か所

平成 15年度当初予算 0。 5億 円 5か所

合   計 9。 3億円 57か所

(1)

環境省・山岳 トイレの整備補助額
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し
く
、
負
荷
条
件

（ト
イ
ン
の
使
用
は
、

限
ら
れ
た
時
期
、
限
ら
れ
た
時
間
帯
に

集
中
す
る
）
も
多
種
多
様
な
た
め
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
技
術
的
に
は
保
守

面
も
含
め
て
不
安
材
料
を
か
か
え
た
ま

ま
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

環
境
省
で
は
実
用
段
階
に
あ
る
先
進

的
環
境
技
術
を
促
進
す
る
た
め
に
、
そ

の
環
境
保
全
効
果
を
客
観
的
に
実
証
す

る
事
業
を
試
行
的
に
実
施
し
、
環
境
保

全
と
地
域
の
環
境
産
業
の
発
展
を
ね
ら

っ
て
、
平
成
１５
年
度
か
ら

「環
境
技
術

実
証
モ
デ
ル
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

有
識
者
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
た
。

そ
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
か
ら

３
つ
の
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の

ひ
と
つ
に

「山
岳
ト
イ
ン
し
尿
処
理
技

術
」
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
６
月
に
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ

（筆
者
が
座

長
）
、
実
証
試
験
要
項
が
決
定
さ
れ
た
。

次
い
で
、
８
月
に
実
証
機
関

（都
道
府

県
と
政
令
指
定
都
市
）
を
公
募
し
た
結

果
、
今
年
度
は
富
山
県
に
決
定
し
た
。

そ
し
て
、
同
県
で
は
直
ち
に
実
証
試
験

を
希
望
す
る
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
公
募
し

た
結
果
、立
山

一
ノ
越
公
衆
ト
イ
レ
（富

山
県
所
有
で

一
ノ
越
山
荘
が
管
理
）
の

土
壌
処
理
方
式
に
つ
い
て
試
験
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
は
時
間
的
な
制
約

が
あ
る
た
め
、
越
冬
に
関
係
し
た
実
験

項
目
に
つ
い
て

（主
に
温
度
測
定
）
の

み
実
施
し
、
来
年
度
に
本
格
的
な
実
験

を
行
う
予
定
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

県
で
は
、
さ
ら
に
も
う
１
か
所
別
の
方

式
に
つ
い
て
試
験
す
べ
く
準
備
を
進
め

て
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
１６
年
度
に
は

さ
ら
に
他
の
実
証
機
関
を
公
募
す
べ
く

現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
実
証
試
験
で
得
ら
れ
た
結
果

は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
公
開
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
山
小
屋

経
営
者
が
ト
イ
ン
を
設
置
す
る
場
合
、

ど
の
方
式
を
選
定
す
べ
き
か
検
討
す
る

際
な
ど
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
メ
ー
カ
ー
が
説
明

書
な
ど
に
記
し
て
い
る
性
能
が
実
際
の

山
岳
地
域
で
は
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
と

な

っ
た
か
を
定
量
的
に
明
示
す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る

（評
価

・
認
証
は
行
わ

な
い
）。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
試
験
は
、

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
へ
判
断
材
料
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
技
術
的
課
題
に
関
す
る

本
格
的
な
検
討
が
緒
に
つ
い
た
が
、
最

重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る

″
保
守
″

に
つ
い
て
は
、
最
低
５
年
程
度
の
年
数

が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
点
ま
で
十
分
に

検
討
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
ま

た
、
今
回
は
国

（環
境
省
）
が
実
証
試

験
を
行
う
た
め
、
デ
ー
タ
の
公
開
ま
で

で
あ
る
が
、
実
際
に
は
性
能
評
価
や
立

地
条
件
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
た
適
応
性

な
ど
を
明
示
し
な
い
と
ユ
ー
ザ
ー
に
と

っ
て
は
十
分
に
役
立
た
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

行
政
機
関
か
ら
離
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

民
間
組
織
が
こ
の
公
表
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
基
に
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
、

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
真
の
意
味
で
有
益

な
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
、
筆
者
は
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
を
専
門
と
し
て
い
る
が
、

山
岳
ト
イ
ン
用
電
源
と
し
て
、
過
剰
設

備
と
思
わ
れ
る
事
例
を
見
受
け
る
度
に
、

合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
設
計
の
必
要
性
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
問
題
点

以
上
、
山
岳
ト
イ
ン
改
善
の
動
き
を

主
に
技
術
的
側
面
か
ら
述
べ
て
き
た
。

技
術
的
課
題
を
別
と
し
て
も
、
多
額
の

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
現
状
、
立
派
な

ト
イ
ン
を
整
備
し
て
も
使
用
す
る
登
山

者
の
マ
ナ
ー
が
伴
わ
な
け
れ
ば
保
守
な
　
＞

ど
で
困
難
さ
が
増
す
こ
と

（例
え
ば
便
　
＜

槽
へ
の
異
物
混
入
が
未
だ
多
い
な
ど
）
、

保
守
に
要
す
る
費
用
負
担

（チ
ッ
プ
制

か
ら
有
料
化

へ
）
、
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス

と
の
関
係
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
は
利
用
者
の
多
い
山
域

を
中
心
に
改
善
が
進
ん
で
い
る
が
、
登

山
者
の
少
な
い
山
域
や
日
帰
り
山
行
が

対
象
と
な
る
山
域
の
大
多
数
で
は
、
ト

イ
レ
そ
の
も
の
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
登
山
者
の
マ
ナ
ー
だ
け
に
依
存

し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
。

（Ｊ
Ａ
Ｃ
発
行
の
ト
イ
ン
マ
ナ
ー
ノ
ー

ト
参
照
）

立山一ノ越公衆トイレ
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創立 100周年記念事業のひとつである「中央分

水嶺踏査登山」は、全国の支部と首都圏に属する多

くの会員が全面的に参画する画期的なものである。

会報 『山』の 1月 号にその概略を紹介したが、

すでに各支部においてそれぞれ活動を開始してい

るので、その現況をお知らせしたい。

●秋田支部 昨年 9月 28日 に佐々本支部長以下

15名の会員で秋田、岩手の県境の甲山分岐から峰

越し林道まで踏査して、その山行報告書が昨年度

の年次晩餐会で展示された。国土地理院の作成し

た地形図に書かれている 「鹿子の山」という山名

表示が実は 「鹿の子山」であること、新たに作ら

れた林道や、すでに使われてない廃道など地図上

の表記を修正しなければならないことなど、多 く

の収穫を得た。

GPSに よる位置測定とあわせて高度の測定も

したが、地図での高度表示と異なることもあり、

GPSの 精度を知る上でも有益であることがわか

った。

●北海道支部 この地域は広大で、 4つのグルー

プに分けて実施すべ く計画を立案中であるが、積

雪期、残雪期のほうが踏査が容易であるとの視点

から、本年早々に2回の トライアルを実施した。

1月 2日 から4日 にかけて新妻支部長をリーダー

として 3名が宗谷岬を出て宗谷川源頭 134地点ま

で往復踏査、 1月 11、 12日 に新妻、西野の 2名

が トマムR136と 中央分水嶺の交点から957峰 ま

での6kmをスノーシューで踏査した 。

●東海支部 和田副支部長を委員長とした委員会

が結成され、数次の偵察、一部区間の踏査を実施

した。今回の全体の計画では、必ずしも全ルー ト

の完全踏査にはこだわらず、行けるところは行 く

との趣旨で取 り組んでいるが、東海支部は担当区

間の76kmの完全踏査を目指している。野麦峠か

ら権兵衛平までを15の区間に分け、実施時期、リ

ーダー、サブリーダーを決定して今春の残雪期を

中央分水嶺踏査実行委員会支部担当 藤本 慶光

●富山支部 本戸支部長を責任者とした体制がで

きてお り、本年 2月 から4月 までに5回の偵察調

査、本踏査の日時と場所が決定した。

●信濃支部 中野支部長を委員長とした8名 の実

行委員会が既に発足し、具体的な実施計画を作成

中である。

●京都支部 横田支部長が責任者となり5名 の担

当委員が決定した。

その他の支部でも相次いで担当責任者が決定、

実施のための組織づ くり、ルー トの検討、実施時

期の設定などが精力的に行われている。

●首都圏 全長6000kmに 及ぶ中央分水嶺を全

国の支部に踏査を実施していただくべ く割 り当て

たが、支部に属さない首都圏在住者も参加できる

ように、首都圏の担当区間を次の15区間とした。

すなわち、甲子峠から鳩待峠までをA区間からF

区間の6つの区間の首都圏 1と し、三国峠 (高田)

から三国峠 (甲 府)までをAから Iの 9区間にわ

けて首都圏2と した。この計 15区間を支部での活

動と同じように責任をもって実施していく母体と

して、日本山岳会の同好会に呼びかけることにし

た。

同好会には、同好の士が集まって特定の目的を

もって活動する同好会と、従来あった同期会が発

展的に同好会になったグループもある。1月 26日

にそれらの同好会の代表者に集まってもらい、計

画を説明した。それぞれの同好会でどの区間を担

当するかを検討して、希望区間を提出してもらい、

委員会で調整のうえ決定することとした。

今後は支部における活動と同様に、責任者の決

定、ルー ト、スケジュールなどの検討実施計画の

策定を積極的に行っていただきたいと考えている。

今回の計画は、日本山岳会会員のできるだけ多

くの方の参画を実現したいという強い願いにより

策定されたものである。一般会員の方々も積極的

にいずれかの計画に参加されて、日本山岳会創立

100周年をそれぞれの想いで迎えていただきたい。

「中央分水嶺踏査登山」支部の活動現況

中心に

念する

この企画を記

る予定である。

(3)
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再
び
冬
の
□
―
ツ
ェ
南
壁
ヘ

日
本
山
岳
会
東
海
支
部
冬
期
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
登
山
隊
２
０
０
３

隊
長
　
田
辺

治

今
回
、
日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
冬
の
ロ
ー
ツ

ェ

南
壁

へ
再
挑
戦
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
再
挑
戦
す
る
に
あ
た
り
、
２
年
前

の
経
験
を
踏
ま
え
て
周
到
な
準
備
を
行

い
、
本
番
の
登
山
に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
し
て
前
回
の
最
高
到
達
点
を
越
え
、

山
頂
ま
で
標
高
差
２
５
０
い
月
に
迫
り
ま

し
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
あ
と

一
歩

力
が
及
ば
ず
断
念
し
ま
し
た
。
１
０
０

周
年
記
念
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
き
る
登

山
で
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ず
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
『山
』
を
お
借
り

し
て
概
略
を
報
告
し
、
御
礼
に
替
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
登
山
隊
員
は
少
数
先
鋭
の
５
名

と
し
、
ま
ず
秋
に
高
所
順
応
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
た
め
シ
シ
ヤ
パ
ン
マ
に
向
か
い
、

１０
月
１４
日
、
全
員
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
中
央

峰
に
登
頂
し
た
。
日
本
と
カ
ト

マ
ン
ズ

に
分
か
れ
て
休
養
の
後
、
Ｈ
月
１４
日
ロ

ー
ツ
ェ
南
壁
Ｂ
Ｃ
に
入

っ
た
。

１９
日
よ
り
登
山
活
動
を
始
め
る
。
前

回
の
最
高
到
達
点
で
あ
る
７
６
０
０
日
川

ま
で
は
勝
手
知

っ
た
ル
ー
ト
だ
。

２２
日
、

５
９
０
０
Ｍ川
の
ロ
ッ
ク
ケ
ー
ブ
に
Ｃ
ｌ

を
建
設
。

２８
日
、
７
１
０
０
い
川
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
嚢
を
削

っ
て
Ｃ
２
を
建
設
、
そ
し

て
１２
月
３
日
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
隊
が

Ｆヽ

　

Ｃ
４
を
お

い
た
７
３
０

点

ｍ地
　

０
日川
地
点
に
、
ル
ー
ト

８ｏｏｏ
　

工
作
の
た
め
の
仮
Ｃ
３

齢
調
　
を
建
設
し
た
。
壁
の
コ

‐レを
樹
　
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
は
良
く
、

」細　
前
回
よ
り
落
石
の
頻
度

うク．仲
　
は
低
か
っ
た
。
し
か
し

帥
　

上
空
か
ら
轟
音
と
と
も

項へ
　
　
に
ダ
イ
ン
ク
ト
に
襲
う

山
　

落
石
が
多
く
、
回
避
不

4__最高到達点｀
   8250rn

能
な
危
険
は
い
さ
さ
か
も
減
ら
な
か

っ

た
。５

日
、
前
回
の
最
高
到
達
点
を
越
え
、

９
日
、
予
定
よ
り
低
く
な

っ
た
も
の
の
、

７
８
５
０
Ｍ
川
地
点
に
待
望
の
ア
タ
ッ
ク

キ
ヤ
ン
プ
Ｃ
３
を
建
設
し
た
。
こ
こ
ま

で
計
算
ど
お
リ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
登
山

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
は
ロ
ー

ツ
エ
南
壁
を
陥
す
ま
で
波
状
攻
撃
を
か

け
る
の
み
。
必
勝
体
勢
に
持
ち
込
ん
だ

と
思
わ
れ
た
。

し
か
し
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
の
本
当
の
難

し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
そ
れ
か

ら
で
あ

っ
た
。
２
０
０
１
年
の
試
み
は

プ
ロ
ロ
ー
グ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
落
石

と
凍
傷
に
よ
る
負
傷
の
た
め
、
シ
ェ
ル

パ
た
ち
の
戦
力
は
削
が
れ
て
い
っ
た
。

ル
ー
ト
は
チ
エ
セ
ン
が
登

っ
た
と
さ
れ

る
岩
壁
を
避
け
て
右
下
へ
２
０
０
い川
下

降
し
、
山
頂
の
左
肩
に
突
き
上
げ
る
ク

ー
ロ
ワ
ー
ル
ヘ
入
る
。
チ

ェ
セ
ン
ル
ー

ト
は
岩
壁
の
登
攀
が
難
し
い
う
え
、
稜

線
に
出
た
後
強
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら

山
頂
ま
で
長
い
ト
ラ
バ
ー
ス
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
た
め
、
冬
は
不
利
で
あ

る
。
我
々
の
選
ん
だ
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
は
、

← ―・C37850m

ノ 仮C3す ~~7300rn

(…… C27100m

BC′＼

ローツェ南壁全景 (中 日新聞社提供)

← ―C15900m
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春
と
秋
は
雪
崩
の
通
り
道
と
な
る
た
め

使
え
な
い
が
、
雪
が
降
ら
な
い
プ

レ
ウ

イ
ン
タ
ー
に
は
絶
好
の
登
頂
ル
ー
ト
に

な
る
と
思
わ
れ
た
。

実
際
取
り
付
い
て
み
る
と
、
ク
ー
ロ

ワ
ー
ル
ヘ
入
る
ト
ラ
バ
ー
ス
が
悪
く
、

ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
の
中
も
悪
場
が
続
い
た
。

１０
日
か
ら
１５
日
に
か
け
て
田
辺
パ
ー
テ

イ
ー
と
北
村
パ
ー
テ
イ
ー
が
５
回
に
わ

た
る
攻
撃
を
行

っ
た
も
の
の
、
山
頂
に

届
か
な
か

っ
た
。
最
高
到
達
点
は
８
２

５
０
い川
で
あ

っ
た
。

１８
日
、
最
後
の
攻

撃
の
た
め
、
田
辺
パ
ー
テ
イ
ー
は
Ｂ
Ｃ

か
ら
Ｃ
ｌ
へ
移
動
し
た
が
、
ア
タ
ッ
ク

予
定
日
前
後
に
雪
が
降
る
可
能
性
が
高

い
と
の
天
気
予
報
を
受
け
て
、
登
山
の

続
行
を
断
念
し
た
。
逃
げ
場
の
な
い
ク

ー
ロ
ワ
ー
ル
で
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
る

危
険
性
が
高
す
ぎ
る
と
判
断
し
た
た
め

で
あ
る
。

完
登
ま
で
あ
と
２
５
０
厨
、
山
頂
は

指
呼
の
間
で
あ

っ
た
が
、
ま
た
し
て
も

雪
辱
を
晴
ら
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

隊
　
長
　
田
辺
　
　
治
　
４２
歳

副
隊
長
　
鈴
木
　
正
典
　
４２
歳

隊
　
員
　
北
村
　
俊
之
　
４１
歳

山
本
　
茂
久
　
３５
歳

千
田
　
敦
司
　
２９
歳

Ｂ
Ｃ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

竹
中
　
五
日
郎
　
４３
歳

連続講演会「語り継ぐ 黎明期の登山…それぞれの山」

第2回 渡辺兵力氏「山への想い・山に残した足音」

資料・映像委員会

渡辺兵力名誉会員 (東京大学スキー山岳部OB)は、「山と人」を見つめるその日と豊かな感性で、数々

の山に足音を残されました。
一ノ倉沢奥壁積雪期登攀、チャチャ・ヌプリ冬期初登行、第 1次南極観測隊参加、東大のバルトロ・

カンリ遠征、日本山岳会チョモランマ遠征など、数々の経験と実績は、登山史に刻まれております。

子供の頃に「山」と出会い、以後80年余り「山」とつき合い、その中で追い求め辿りついた 「山」観

とはどのようなものであったのか……。
「山」を想うことと、「山」に登ることとを、それぞれの観点からとらえた独自の登山考に、今を歩む私

たちは真摯に耳を傾けてみてはどうでしょう。

歯に衣着せぬ、聡明でありながら思慮深い魅力ある語りが、走馬灯のように駆け巡ることと思います。

どうぞご期待ください。

申込み

4月 3日 (土)15～ 17時 (入場は14時 30分 より)

東京体育館 第一研修室

(JR中央線 「千駄ヶ谷」駅下車 1分 都営地下鉄大江戸線 「国立競技場」駅下車A4出 口前 )

120名 (当 日の受付、会員外の参加も可能、無料です)

問合せ  郵便、メール、FAXにて会員番号、氏名を記入のうえ

*奈良千佐子まで (150-0001 渋谷区神宮前3-29-1l FAX 03-3402-6014
メー…ル mtechisako③ mbconifty.com)

*ま た |ま、 山岳会事務局まで (TEL 03-3261-4433・ FAX 03-3261-4441)

時

所

　

員

日

場

　

定

山の本の古書店
在庫 目録年 2回 (5月 ・ 11月 )発行

ご希望の方お申込ください。

ご蔵書を整理するときはぜひ弊店に !

晴山書房
東京都中野区上鷺宮4-6-3
TEL&FIAX 03(3990)4540

古書買入

100周年記念事業募金状況
(2004年 1月 30日 現在 )

●寄付者  2056人
●金 額 623万 7千円

会員の3分の1の方 に募金 をいただい

てお ります。引き続 き皆様のご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。

(5)
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小
春
日
和
に
恵
ま
ね
た

懇
親
山
行

今
年
の
記
念
山
行
は
、
昨
年
の
関
八

州
見
晴
台
の
雪
模
様
の
寒
か
っ
た
天
気

と
は
打

っ
て
変
わ
り
、
暖
か
な
天
候
に

恵
ま
れ
た
。
ま
だ
紅
葉
の
残
る
高
尾
山

に
６０
名
近
く
が
参
加
。
前
日
の
晩
餐
会

会
場
で
は
足
り
な
か
っ
た
親
睦
を
よ
り

深
め
た
。

都
民
の
オ
ア
シ
ス
と
呼
ば
れ
る
高
尾

山
、
お
天
気
も
良
か
っ
た
せ
い
で
９
時

に
は
駅
前
は
人
で
混
雑
し
始
め
て
お
り
、

集
合
の
１０
時
に
は
な
お

一
層
の
混
雑
の

中
、
受
付
す
る
人
も
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た

か
と
思
う
。

先
発
隊
は
１０
時
に
は
頂
上
到
着
。
さ

す
が
に
ま
だ
人
も
少
な
く
豚
汁
を
作
る

東
屋
を
確
保
。
ベ
テ
ラ
ン
揃
い
の
山
岳

会
の
方
た
ち
、
Ｈ
時
前
に
は
第
１
陣
が
、

そ
の
後
額
に
汗
し
て
続
々
到
着
。
用
意

し
た
７０
人
分
の
豚
汁
が
１２
時
前
に
は
き

れ
い
に
な
く
な
り
、
昨
年
参
加
人
員
が

急
に
減

っ
て
し
ま
い
豚
汁
の
処
分
に
困

っ
た
の
と
は
大
違
い
だ
っ
た
。

全
員
集
合
の
記
念
写
真
を
撮
影
後
解

散
、
ま
だ
残

っ
て
宴
会
を
す
る
方
、
小

仏
峠
の
方

へ
向
わ
れ
る
方
等
々
初
冬

（晩
秋
の
名
残
を
楽
し
ん
だ
）
の
高
尾

山
だ
っ
た
。
　

　

　

（山
崎
　
浩
子
）

奥
多
摩
の
森
・自
然
観
察
会

や
や
寒
い
が
好
天
に
恵
ま
れ
た
１２
月

２０
日
。
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
地

元
の
林
業
家
で
も
あ
る
原
島
幹
典
氏
を

講
師
に
迎
え
、
奥
多
摩
の
森

・
自
然
観

察
会
が
開
か
れ
た
。

ス
タ
ー
ト
地
点
の
奥
氷
川
神
社
で
、

篠
崎
自
然
保
護
担
当
理
事
の
挨
拶
の
後
、

原
島
氏
よ
り
今
日
の
コ
ー
ス
の
説
明
、

境
内
の
三
本
杉
の
話
、
巨
樹
と
巨
本
の

違
い
は
？
　
杉
の
本
の
穴
を
住
居
と
す

る
ム
サ
サ
ビ
の
滑
空
能
力
の
話
等
々
、

思
わ
ず
講
師
の
名
調
子
に
引
き
込
ま
れ

る
。
今
日
の
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
だ
。

個
人
の
繁
栄
だ
け
で
な
く
、
地
域
単

位
の
繁
栄
を
常
に
考
え
て
い
た
と
い
う

東
京

一
の
山
林
地
主
、
木
村
家
の
墓
前

で
、
こ
の
地
区
の
今
昔
に
つ
い
て
大
変

興
味
深
い
話
を
聞
い
た
。
薪
炭
か
ら
化

石
燃
料
に
代
わ

っ
た
こ
と
に
よ
る
変
化
、

材
木
中
心
で
繁
栄
し
た
こ
と
、
奥
多
摩

湖
の
完
成
に
よ
る
様
々
な
変
化
等
の
影

響
で
大
き
く
変
わ

っ
て
き
た
こ
と
な
ど
。

伐
採
し
た
後
も
植
林
を
せ
ず
自
然
の

ま
ま
放
置
さ
れ
た
箇
所
、
枝
打
ち
の
や

り
過
ぎ
で
根
倒
れ
し
て
山
が
荒
れ
て
い

る
箇
所
で
は
、
山
の
手
入
れ
を
た
だ
単

な
る
経
済
行
為
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

山
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
う
面
か
ら
見

て
、
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
と
の
問
題

の
投
げ
か
け
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

羽
黒
三
田
神
社
で
の
樹
木
探
偵
団

・

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
、
カ
ヤ

の
球
果
、
芭
鱗
、
種
子
な
ど
を
探
す
ゲ

ー
ム
は
童
心
に
帰

っ
た
楽
し
い
ひ
と
時

だ
っ
た
。
実
際
に
目
で
見
、
手
で
触
れ

る
こ
と
に
よ
り
知
識
が
身
に
付
く
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
た
。

４
軒
の
家
が
あ
る
農
指
集
落
を
経
て
、

以
前
は
小
学
生
の
通
学
路
で
も
あ
り
、

そ
の
昔
は
荷
馬
車
も
通

っ
た
と
い
う
昭

和
２５
年
頃
ま
で
の
メ
イ
ン
道
路
だ

っ
た

と
い
う
山
道
を
歩
く
。

原
島
氏
の
持
ち
山
で
、
３
年
前
に
間

伐
し
た
森
で
の

「当
面
手
入
れ
を
し
な

く
と
も
よ
い
森
を
目
指
し
て
間
伐
し
た

資
源
と
し
て
の
森
と
、
環
境
に
あ

っ
た

森
、
こ
の
両
方
の
調
和
を
ど
う
と
る
か

が
難
し
い
問
題
」
と
の
話
は
心
に
残

っ

た
。平

将
門
伝
説
の
残
る
城
集
落
で
は
、

音
の
畑
の
石
垣
が
、
数
百
年
間
自
然
環

境
に
順
応
し
て
自
給
自
足
の
生
活
を
続

け
て
き
た
人
間
の
強
さ
を
我
々
に
教
え

て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

こ
の
集
落
に
は
４
軒
の
家
が
あ
り
、

そ
の
１
軒
の
金
子
氏
宅
の
庭
先
を
借
り

て
昼
食
を
と
り
、
１
人
住
ま
い
を
さ
れ

て
い
る
８５
歳
の
金
子
さ
ん
か
ら
、
栽
培

し
て
い
る
ワ
サ
ビ
の
話
を
聞
か
せ
て
も

ら

っ
た
。

最
後
の
絹
笠
集
落
は
、
７
軒
の
家
が

あ

っ
た
が
、
今
は
住
ん
で
い
る
人
は
い

な
い
。
今
に
も
崩
れ
落
ち
そ
う
な
廃
屋

で
の
、
大
き
く
伸
び
て
し
ま

っ
た
ス
ギ

の
生
け
垣
、
カ
ヤ
葺
き
屋
根
、
野
菜
保

管
室
な
ど
の
話
は
子
供
の
頃
の
田
舎
の

「¬『
ト

野黎響響

趙鶉讚●5劣

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です

2月
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生
活
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
、
興
味
深

か

っ
た
。

も
う
１
軒
の
廃
屋
は
す
で
に
廃
材
が

残
ら
ず
土
に
か
え

っ
て
お
り
、
現
在
間

題
と
な

っ
て
い
る
大
量
の
建
築
廃
材
と

の
大
き
な
違
い
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
。

日
光
白
根
山
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
丹

沢
の
リ

ョ
ウ
ブ
の
樹
皮
な
ど
、
最
近
で

は
大
菩
薩
峠
周
辺
の
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
シ

モ
ツ
ケ
ソ
ウ
等
の
鹿
の
害
に
は
複
雑
な

気
持
を
抱
い
て
い
た
が
、
こ
こ
で
も
鹿

の
害
が
ひ
ど
く
、
植
え
た
本
に
シ
ェ
ル

タ
ー
を

つ
け
て
い
る
の
を
見
て
、
改
め

て
こ
の
問
題
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
。

原
島
氏
の
山
林
に
対
す
る
熱
い
思
い
、

真
剣
な
と
り
組
み
を
聞
き
な
が
ら
、
群

馬
の
実
家
の
塀
に
ブ
リ
キ
の
板
が
貼

っ

て
あ
り
、
そ
こ
に

「１
年
の
計
は
元
旦

に
あ
り
、
１
０
０
年
の
計
は
植
林
に
あ

り
」
と
い
う
標
語
が
あ

っ
た
こ
と
を
思

い
だ
し
な
が
ら
帰
途
に
つ
い
た
。

自
然
を
存
分
に
楽
し
み
、
自
然
と
人

間
と
の
深
い
関
わ
り
を
改
め
て
実
感
じ

た
大
変
素
晴
ら
し
い
１
日
だ

っ
た
。

参
加
者
３１
名
。
　

　

（富
澤
　
克
薩
）

第
４５
回
集
会

Ｈ
月
２２
日
か
ら
２３
日
、
今
回
の
集
会

は
、
丹
沢
を
少
し
離
れ
て
静
岡
県
小
山

町
に
あ
る

「ろ
う
さ
ん
研
修
所
富
士
セ

ン
タ
ー
」
を
会
場
に
開
催
し
た
。

会
場
は
箱
根
外
輸
山
の
北
側
で
、
金

時
山
や
、
矢
倉
岳

へ
の
最
短
コ
ー
ス
に

位
置
し
て
お
り
、
１
９
９
８
年
秋
の
集

会
も
こ
こ
を
利
用
し
て
、
三
国
山
、
湯

船
山

へ
の
山
行
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
御
殿
場
線

足
柄
駅
か
ら
２０
分
ぐ
ら
い
歩
い
た
と
こ

ろ
で
、
富
士
を
正
面
に
眺
め
ら
れ
る
閑

静
な
と
こ
ろ
に
建

っ
て
お
り
、
研
修
室

や
宿
泊
室
が
完
備
し
て
、
集
会
に
は
う

っ
て
つ
け
の
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
連

体
の
最
中
と
い
う
の
に
我
々
だ
け
の
貸

し
切
り
利
用
が
実
現
し
た
の
も
、
今
の

ご
時
世
若
い
人
に
は
連
体
中
の
研
修
は

受
け
な
い
の
か
な
ど
、
変
な
と
こ
ろ
で

感
心
を
し
て
し
ま

っ
た
の
も
、
世
代
の

違
い
な
の
だ
ろ
う
か
。

恒
例
の
講
演
は
、
こ
の
夏
神
奈
川
新

聞
社
か
ら

「か
な
が
わ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス

・
ベ
ス
ト
５０
」
を
上
梓
し
、
今

や
会
の
中
心
的
な
幹
事
を
努
め
る
山
本

正
基
氏
の
、
出
版
に
こ
ぎ
着
け
る
ま
で

の
苦
労
や
、
失
敗
談
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

そ
の
後
夜
更
け
ま
で
懇
親
が
続
い
た
。

翌
日
は
快
晴
、
朝
の
赤
富
士
の
す
ば

ら
し
さ
に
昨
日
の
酔
い
も
す

っ
飛
ん
で

み
な
表
に
飛
び
出
し
た
。

山
行
は
矢
倉
岳
。
７
３
６
μ
川
の
足
柄

峠
ま
で
研
修
所
の
車
が
送

っ
て
く
れ
る

サ
ー
ビ
ス
が
つ
き
、
名
目
上
登
る
標
高

差
は
わ
ず
か
１
１
４
厨
。
の
ん
び
り
と

２
時
間
近
く
か
け
て
展
望
の
す
ば
ら
し

い
山
頂
に
着
い
た
が
、
連
体
の
た
め
か

こ
こ
は
座
る
と
こ
ろ
を
探
す
の
に
苦
労

す
る
ほ
ど
の
超
満
員
。
要
領
よ
く
場
所

を
確
保
し
、
昼
食
を
と

っ
て
後
は
流
れ

解
散
と
し
た
。
参
会
者
　
４９
名
。

（古
谷
　
聖
司
）

「イ
ベ
リ
ア
半
島
山
の
旅
」

を
聴
く

１２
月
１６
日

の
二
火
会
は
、
中
村
純

二

・
あ
や
会
員
か
ら
標
記
の
テ
ー
マ
で

興
味
あ
る
お
話
を
伺

っ
た
。
昨
年
の
５

月
２６
日
か
ら
８
月
２２
日
ま
で
の
８９
日
間
、

リ
ス
ボ
ン
を
起
点
に
グ
レ
ド
ス
、
ピ
ン

ネ
ー
、
カ
ン
タ
ブ
リ
ア
な
ど
の
山
脈
を

巡
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
小

国
ア
ン
ド
ラ
の
各
国
を
含
む
壮
大
な
旅

だ

っ
た
。
ス
ラ
イ
ド
に
次
々
映
し
出
さ

れ
る
美
し
い
山
岳
風
景
が
参
加
者
を
魅

了
し
た
。

内
外
の
静
か
な
山
を
探
訪
し
て
い
る

両
会
員
は
、
行
き
交
う
人
も
稀
で
ケ
ル

ン
だ
け
を
頼
り
に
す
る
よ
う
な
ピ
ン
ネ

―
を
中
心
と
す
る
山
域
を
好
ま
れ
、
こ

の
方
面
に
十
数
回
訪
れ
た
と
い
う
。
さ

り
気
な
く
淡
々
と
語
ら
れ
た
が
、
険
し

い
岩
場
を
攀
じ
、
時
に
急
変
す
る
悪
天

候
に
見
舞
わ
れ
る
。
長
い
豊
か
な
キ
ャ

リ
ア
に
支
え
ら
れ
て
初
め
て
可
能
な
山

旅
で
あ
ろ
う
。

両
会
員
合
わ
せ
て
１
５
０
歳
を
超
え

ら
れ
た
そ
う
だ
が
、
ひ
と
つ
登
る
と
ま

た
登
り
た
い
山
が
見
え
、
次
の
目
標
に

な
る
と
い
う
。
限
り
な
い
探
求
心
と
行

動
力
、
ご
夫
妻
の
息
の
合

っ
た
絆
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
タ
ベ
で
あ
っ
た
。
参
加

者
２０
名
。

（砂
田
　
定
夫
）

春のアンズの花と7 000m峰を仰ぎみる
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国土交通大臣登録旅行業第490号 /m日本旅行業協会正会員 0ポ⊃F保饉書ロ
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ヒマラヤ越えから

太平洋横断ヘ

江本 嘉伸

熱
気
球
の
歴
史
は
、
１
７
８
２
年
フ
ラ

ン
ス
の
製
紙
業
者
、
モ
ン
ゴ
ル
フ
イ
エ
兄

弟
に
始
ま
る
。
ふ
た
り
は
紙
で
内
張
り
し

た
リ
ン
ネ
ル
製
の
直
径
１０
日川
の
無
人
の
気

球
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
、
翌
８３
年

に
は
有
人
飛
行
に
も
成
功
し
た
。

は
じ
め
は
軍
事
目
的
で
使
わ
れ
て
い
た

気
球
だ
が
、
現
在
で
は
気
象
観
測
や
大
気

汚
染
調
査
目
的
で
お
も
に
ガ
ス
気
球
が
使

わ
れ
、
熱
気
球
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。

埼
玉
県
川
島
町

の
職
員
、
神
田
道
夫

（５４
）
は
、
そ
の
中

で
も

「冒
険
」
に
踏

み
出
し
た
と
い
う
点
で
異
彩
を
は
な
つ
バ

ル
ー
ニ
ス
ト
だ
。

２６
年
前
、
テ
レ
ビ
で
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ッ
ク
山
を
飛
び
越

え
る
気
球
を
見
た
の
が
、
大
き
な
転
機
と

な

っ
た
。

７９
年
に
は
最
高
高
度
４
４
０
０

ｖ川
を
飛
ん
で
念
願
の

「富
士
山
越
え
」
を
、

８０
年
に
は
熱
気
球

「
レ
イ
ン
ボ
ー
号
」
で

北
穂
高
岳
山
頂
上
３
６
０
０
”川
の
高
度
を

飛
ん
で
北
ア
ル
プ
ス
越
え
を
達
成
し
た
。

神
田
の
次
の
目
標
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
越
え

で
あ
る
。

９０
年
、
チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
越
え
を
計
画
し
た
が
、
風
の
状

態
悪
く
、
６
０
０
０
い川
の
高
さ
で
不
時
着
。

支
援
の
登
山
家
た
ち
は
２
日
が
か
り
で
現

場
に
た
ど
り
着
い
た
こ
と
が
あ
る
。

９８
年

に
は
Ｋ
２
越
え
に
挑
戦
、
こ
の
時
も
風
が

吹
か
ず
、
離
陸
も
で
き
ず
に
断
念
し
た
。

３
度
目
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
挑
戦
は
、
２

０
０
０
年
１０
月
、
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
越

え
だ

つ
た
。
コ
ン
ビ
の
竹
沢
広
介

（３８
）

と

「
マ
ン
ボ
ウ
号
」
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
北

東
部
、
標
高
１
４
０
０
日川
の
チ
ラ
ー
ス
を

出
発
、
分
速
２
０
０
μ川
の
ス
ピ
ー
ド
で
上

昇
を
続
け
、
９
０
０
０
房
の
高
度
ま
で
。

途
中
、
酸
素
圧
力
を
調
整
す
る
装
置
が
故

障
し
、
飛
び
な
が
ら
配
管
整
備
に
追
わ
れ

た
。
し
か
し
、
念
願
の
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ

ト
越
え
を
果
た
し
、
イ
ン
ド
国
境
に
近
い

デ
オ
サ
イ
高
原
に
無
事
着
陸
し
た
。
こ
の

壮
挙
と
、
そ
れ
ま
で
の
努
力
に
対
し

「２

０
０
０
年
植
村
直
己
冒
険
賞
」
が
神
田
に

贈
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

栄
誉
の
後
も
、
神
田
の
挑
戦
の
人
生
は

続
く
。
３
年
前
か
ら
太
平
洋
横
断
飛
行
を

計
画
、
高
さ
３６
厨
、
最
大
直
径
２６
μ川
と
い

う
通
常
の
８
倍
の

「天
の
川
２
号
」
を
手

作
り
で
制
作
し
た
。
今
回
の
パ
ー
ト
ナ
ー

は
、
将
来
の

「宇
宙

へ
の
旅
」
を
夢
見
る

石
川
直
樹

（２６
、
東
京
芸
術
大
学
大
学
院

生
、
日
本
山
岳
会
員
）
。
１
月
２７
日
未
明
、

ふ
た
り
は
栃
本
市
の
河
川
敷
を
飛
び
立

っ

た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
と
は
違

っ
て
、
ジ

ェ

ッ
ト
気
流
の
吹
き
荒
れ
る
１
月
、
２
月
だ

け
が
横
断
の
カ
ギ
だ

っ
た
。
用
意
し
た
燃

料
は
６０
時
間
分
。
高
度
９
０
０
０
り川
ま
で

上
昇
し
、
ジ

ェ
ッ
ト
気
流
を
利
用
し
て
北

米
大
陸
ま
で
飛
行
し
よ
う
と
い
う
計
画
だ

っ
た
。

結
果
は
、
雪
雲
に
ぶ
つ
か
っ
て
中
途
断

念
。
思
わ
ぬ
降
雪
に
大
き
な
球
体
が
雪
を

か
ぶ

っ
て
重
く
な
り
、
燃
料
を
か
な
り
消

費
し
て
し
ま

っ
た
。
残

っ
た
燃
料
で
は
太

平
洋
横
断
の
３
分
の
２
ほ
ど
で
燃
料
切
れ

に
な
る
と
判
断
、
や
む
な
く
降
下
を
決
断

し
、
出
発
か
ら
１
６
０
０
キ
ロ
西
方
の
海
に

着
水
。
洋
上

へ
の
着
水
は
順
調
に
い
っ
た

が
、
直
後
危
険
な
状
態
と
な

っ
た
。
球
皮

の
１
部
が
着
水
後
も
ふ
く
ら
ん
だ
ま
ま
だ

っ
た
た
め
、
ヨ
ッ
ト
の
帆
の
役
割
を
果
た

し
、
ふ
た
り
の
乗
る
カ
プ
セ
ル
が
水
面
を

滑
走
し
始
め
た
の
だ
。
…
…
そ
し
て
膝
ま

で
の
浸
水
。
「
ハ
ッ
チ
を
開
け
る
と
水
が

入

っ
て
く
る
の
で
必
死
で
押
さ
え
ま
し
た
。

一
時
は
、
こ
れ
で
ダ
メ
か
、
と
…
…
」
と
、

２
月
６
日
帰
国
し
た
石
川
は
ふ
り
か
え
る
。

幸
運
に
も
救
助
活
動
は
奇
跡
的
に
、
と

言
い
た
い
ほ
ど
迅
速
に
進
ん
だ
。
海
上
保

安
庁
の
フ
ァ
ル
コ
ン
機
が
引
き
返
し
た
あ

と
、
連
絡
を
受
け
た
海
上
自
衛
隊
第
２
航

空
群
第
４
航
空
隊

（八
戸
）
の
対
潜
哨
戒

機
が
ふ
た
り
の
乗

っ
て
い
る
カ
プ
セ
ル
を

発
見
し
、
上
空
を
何
度
も
旋
回
し
な
が
ら

近
く
を
航
行
中
の
コ
ン
テ
ナ
船
を
誘
導
、

ふ
た
り
は
ボ
ー
ト
に
乗
り
移

っ
て
無
事
救

出
さ
れ
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
も
カ
メ
ラ
も
パ

ソ
コ
ン
も
、
全
て
捨
て
て
の
生
還
だ

っ
た
。

栃
本
市
の
川
原
で
離
陸
の
光
景
を
見
て
、

気
球
の
大
き
さ
に
驚
き
、
こ
の
挑
戦
の
す

ご
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

「な
ん
だ
、
あ
ん
な
人
騒
が
せ
な
も
の
」

と
い
う
冷
や
や
か
な
反
応
を
山
の
世
界
で

も
聞
く
。
山
岳
遭
難
の
ヘ
リ
救
出
と
似
て

最
後
は

「他
力
」
に
頼

っ
た
が
、
挑
戦
の

志
の
高
さ
と
い
う
点
で
は
、
近
年
の
海
外

登
山
も
、
は
る
か
に
及
ば
な
い
レ
ベ
ル
で

あ
る
。

〈１
月
号
２
段
４
行
日
、　
一
切
は

一
切
経

に
訂
正
し
ま
す
。〉

通常の気球の8倍の大きさ!(1月 27日 未明、江本撮影)

(8)

:辮



山 705-2004・ 2・ 20(第 三種郵便物認可)

天
城
山

支
部
会
員
相
互
の
親
睦
、
体
力
測
定

を
目
的
と
し
た
恒
例
の
支
部
山
行
を
Ｈ

月
２９
、

３０
日
、
日
本
百
名
山
の
天
城
山

で
実
施
し
た
。

古
屋
学
而
支
部
長
以
下
１５
人
が
、
季

節
外
れ
の
台
風
２１
号
が
近
付
く
中
を
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
発
し
た
。
予
定
で
は

相
模
湾
側
の
天
城
高
原
ゴ
ル
フ
場
か
ら

登
り
、
万
二
郎
岳
、
万
三
郎
岳
を
縦
走

し
て
、
天
城
ト
ン
ネ
ル
に
下
山
す
る
計

画
だ
っ
た
。
事
前
の
調
査
で
、
天
城
山

は
登
山
道
の
崩
壊
が
激
し
く
、
全
て
の

コ
ー
ス
が
入
山
禁
止
と
な
っ
て
い
る
事

が
判
明
。
さ
ら
に
台
風
の
影
響
も
考
慮

し
て
八
丁
池
往
復
、
ま
た
は
天
城
峠
越

え
に
変
更
し
た
。

富
士
山
ろ
く
は
土
砂
降
り
だ
っ
た
が
、

下
日
街
道
を
国
道
天
城
ト
ン
ネ
ル
に
近

づ
く
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
や
ん
で
い
た
。

気
温
が
高
く
、
軽
装
に
雨
具
で
ト
ン
ネ

ル
北
日
か
ら
登
山
道
へ
。

１５
分
ほ
ど
で

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
に
到
着
。
こ
こ
に
い

た
交
通
量
調
査
の
職
員
は

「天
城
山
は

通
行
禁
止
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
先
は
入
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
。

確
か
に
ト
ン
ネ
ル
脇
の
登
山
道
入
り
口

に
は
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
峠
ま
で
は
登
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も

あ
る
と
の
こ
と
で
、
峠
行
き
を
決
定
。

ガ
ス
の
か
か
る
峠
道
を
登
り
、

１５
分

ほ
ど
で
峠
着
。　
一
番
古
い
峠
は
も

っ
と

西
だ
が
、
こ
こ
か
ら
ト
ン
ネ
ル
の
反
対

側
に
下
山
し
た
。

河
津
温
泉
の
国
民
宿
舎
に
は
早
く
着

き
、
川
端
康
成
が
泊
ま
っ
た
福
田
屋
、

文
学
碑
、
踊
り
子
が
泊
ま
っ
た
江
戸
屋

な
ど
を
見
学
し
た
。
踊
り
子
は
甲
府
の

小
学
校
に
通
い
、
父
親
で
あ
る
旅
芸
人

の
代
表
は
甲
府
の
生
ま
れ
。
下
田
の
宿

は
確
か
甲
州
屋
と
い
っ
た
。
小
説
と
山

梨
は
縁
が
あ
る
。
「踊
り
子
の
生
ま
れ

を
甲
府
に
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
実

体
験
な
ら
モ
デ
ル
は
？
」
な
ど
と
思
い

な
が
ら
、
湯
ヶ
野
の
温
泉
街
を
歩
い
た
。

夜
は
温
泉
と
懇
親
会
。
１
０
０
周
年

事
業
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
議
論
百
出

だ
っ
た
。

そ
の
夜
は
土
砂
降
り
。
朝
、
宿
の
前

を
流
れ
る
河
津
川
は
、
前
日
の
清
流
と

は
う
っ
て
変
わ

っ
て
大
増
水
。
カ
モ
は

姿
を
消
し
、
濁
流
に
流
本
が
次
々
と
流

れ
て
い
っ
た
。
予
定
を
再
び
変
更
し
、

帰
り
は
観
光
に
。
浄
蓮
の
滝
な
ど
に
寄

っ
て
帰
甲
し
た
。

（深
沢
　
健
三
）

扁
日
聞
■

渡
遍
玉
枝
さ
ん
迎
え
晩
餐
会

当
支
部
恒
例
の
平
成
１５
年
度
年
次
晩

餐
会
を
、

１２
月
１３
日
午
後
６
時
半
か
ら

米
子
市
の
皆
生
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
。
会
員
２４
人
が
出
席
し
、
毎
年
招

い
て
い
る
ゲ
ス
ト
に
は
、
前
年
女
性
最

高
齢
で
サ
ガ
ル
マ
ー
タ

（
エ
ヴ

エ
レ
ス

ト
）
に
登
頂
し
た
渡
邊
玉
枝
さ
ん
を
お

迎
え
し
た
。

ま
ず
高
田
允
克
支
部
長
が
、
先
日
東

京
で
開
か
れ
た
全
国
支
部
長
会
議
の
内

容
を
報
告
。
そ
の
中
で
、
本
会
創
立
１

０
０
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

行
わ
れ
る
「中
央
分
水
嶺
の
一
斉
踏
査
」

に
は
支
部
全
員
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
、

さ
っ
そ
く
各
自
が
希
望
す
る
担
当
区
間

を
申
告
し
た
。
続
い
て
渡
邊
さ
ん
の
挨

JAC
支部だより

全国各地の支部から、独自の活動状況を
リポー トします。

拶
が
あ
り
、
吉
川
暢

一
名
誉
支
部
長
の

音
頭
で
乾
杯
し
、
懇
談
に
移

っ
た
。

な
お
迎
え
た
ゲ
ス
ト
に
は
、
こ
の
と

こ
ろ
毎
年

「山
岳
講
演
会
」
と
し
て
公

開
に
よ
る
講
演
を
お
願
い
し
て
お
り
、

４
年
目
の
今
年
も
晩
餐
会
に
先
立

っ
て

同
日
午
後
３
時
半
か
ら
同
市
の
米
子
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
。
渡
邊

さ
ん
が

「６３
歳
の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト

・
女

性
の
可
能
性
と
チ
ヤ
ン
ス
」
と
題
し
て

約
１
時
間
半
に
わ
た
っ
て
話
し
、　
一
般

も
含
む
４３
人
が
熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。

ま
た
渡
邊
さ
ん
は
翌
１４
日
、
支
部
会
員

と
と
も
に
雪
の
大
山
に
登
頂
し
た
。

（小
椋
　
凱
夫
）

%〕ざ3LASTRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取

り扱っています。お気軽にご連絡 ください。
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東

西
南
北

イラスト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
点
に
つ
き

一
〇
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

「自
瀬
中
尉
の
南
極
探
検
」

特
別
展

大
森
　
久
雄

昨
年
１０
月
下
旬
か
ら
１
か
月
半
、
愛

知
県
豊
田
市
の
郷
土
資
料
館
で
表
記
の

展
覧
会
が
あ

っ
た
。
開
催
を
知

っ
た
時

は
会
期
の
終
わ
り
に
近
く
、
時
間
が
都

合
で
き
ず
に
見
送

っ
て
し
ま
っ
た
。

白
瀬
品
は
秋
田
県
の
生
ま
れ
。
周
知

の
南
極
探
検
後
は
借
金
返
済
に
追
わ
れ
、

晩
年
は
縁
故
を
頼

っ
て
豊
田
市
に
住
み
、

１
９
４
６
年
、
そ
こ
で
亡
く
な

つ
た
。

い
ま
そ
の
跡
に
は

「白
瀬
中
尉
終
焉
の

地
」
の
石
碑
が
た
つ
。

さ
ら
に
、
１
９
５
６
年
か
ら
始
ま
っ

た
南
極
観
測
を
西
堀
栄
三
郎
と
と
も
に

リ
ー
ド
し
た
永
田
武
が
愛
知
県
岡
崎
市

の
生
ま
れ
と
い
う
因
縁
か
ら
こ
の
展
覧

会
が
企
画
さ
れ
た
と
い
う
。
立
派
な
図

録
が
で
き
て
い
て
、
生
い
立
ち
か
ら
千

島
探
検
、
南
極
へ
と
い
う
足
跡
を
つ
ぶ

さ
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
が
日
本
各
地
で

行
わ
れ
て
い
る
は
ず
。
そ
う
し
た
情
報

と
結
果
が
局
部
的
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま

う
の
は
残
念
。

こ
の
企
画
展
と
図
録
に
つ
い
て
の
間

い
合
わ
せ
は
、
豊
田
市
郷
土
資
料
館
へ
。

（電
話
０
５
６
５
ｏ３
２
ｏ６
５
６
１
）

草
創
期
山
岳
会
ゆ
か
り
の

横
浜
を
歩
く
　
小
島
鳥
水
、

高
野
鷹
蔵
、ウ
ェ
ス
ト
ン

関
塚
　
貞
亨

山
岳
会
草
創
期
の
会
員
住
所
録
に
よ

る
と
、
横
浜
在
住
の
小
島
烏
水
は
西
戸

部
町
８
９
８
、
高
野
鷹
蔵
は
本
町
４
１

６８
に
住
み
、
ウ

エ
ス
ト
ン
は
山
手
の
外

人
墓
地
の
前
に
あ
る
山
手
聖
教
会
牧
師

館
に
住
ん
で
い
た
。

緑
爽
会
は
、
師
走
の
１２
月
１２
日
、
横

浜
に
あ
る
山
岳
会
草
創
期
の
人
た
ち
の

旧
居
や
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
よ
う
と
企

画
し
、

１８
人
が
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
に
集
ま

っ
た
。
明
治
か
ら
大
正
４
年
ま
で
の
横

浜
駅
は
桜
本
町
に
あ

っ
た
。

山
岳
会
発
足
の
１
年
前
、
雑
誌

『太

陽
』
に
発
表
さ
れ
た
烏
水
の
登
山
記
に

触
発
さ
れ
て
、
武
田
久
吉
と
高
野
鷹
蔵

は
、
こ
の
旧
横
浜
駅
か
ら
烏
水
の
旧
宅

を
訪
ね
た
。
ま
た
後
に

「悪
沢
岳
の
発

見
者
」
で
親
交
の
あ
っ
た
荻
野
音
松
が

た
ど
っ
た
道
、
そ
の
同
じ
道
を
歩
い
て

み
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

１０
時
に
桜
本
町
駅
を
出
発
し
、
地
下

道
を
野
毛
方
向
に
抜
け
、
高
島
町
方
向

に
５
０
０
Ｍ川
ほ
ど
戻
る
と
紅
葉
坂
に
で
、

上
り
つ
め
て
、
下
る
と
バ
ス
通
り
に
で

る
。
さ
ら
に
伊
勢
町
の
停
留
所
ま
で
下

っ
て
大
通
り
と
平
行
し
て
伊
勢
町
商
店

街
が
通
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
行
く
と
左

手
に
税
関
官
舎
へ
通
じ
る
坂
が
あ
る
。

手
前
の
狭
い
坂
が
官
舎
へ
通
じ
て
い
る

の
だ
が
、
間
違
え
て
先
に
あ
る
く
ら
や

み
坂
を
行
き
、
再
び
引
き
返
し
て
官
舎

を
見
下
ろ
す
小
公
園
に
出
た
。

晴
れ
て
い
れ
ば
、
富
士
山
や
丹
沢
の

山
々
が
ビ
ル
の
あ
い
だ
か
ら
見
え
る
の

だ
が
残
念
な
が
ら
曇
っ
て
い
る
。
烏
水

が
横
浜
正
金
銀
行
に
勤
め
、
８
９
８
番

地
に
自
宅
を
構
え
る
前
、
幼
少
年
期
か

ら
青
年
に
な
る
ま
で
、
下
級
税
関
吏
だ

っ
た
父
上
ら
家
族
と
と
も
に
山
王
山
と

い
わ
れ
た
官
舎
に
住
ん
で
い
た
。
戦
前

は
富
士
、
丹
沢
、
秩
父
、
上
州
、
日
光
　
∞

の
山
ま
で
見
わ
た
せ
た
は
ず
で
あ
る
。
　

ｍ

烏
水
は
山
王
山
の
官
舎
か
ら
野
毛
の

老
松
小
学
校
に
通
い
、
さ
ら
に
港
近
く

に
あ

っ
た
横
浜
商
業
学
校
、
関
内
の
正

金
銀
行
ま
で
歩
い
て
通
っ
て
い
た
の
だ
。

西
戸
部
８
９
８
の
旧
宅
は
官
舎
の
西

南
、
や
や
下

っ
た
坂
の
途
中
に
あ

っ
た
。

現
在
は
ホ
ー
ユ
ウ
パ
レ
ス
と
な
っ
て
い

て
、
３
日
後
の
１５
日
か
ら
開
通
す
る
小

型
バ
ス
の
西
戸
部
２
丁
目
の
停
留
所
の

標
識
が
、
こ
の
旧
宅
跡
の
前
に
立

っ
て

い
た
。
烏
水
の
自
宅
跡
ま
で
桜
木
町
駅

か
ら
約
１
時
間
の
道
程
で
あ

っ
た
。

小
公
園
に
戻
り
、
税
関
長
官
舎
と
独

身
寮
の
間
の
坂
を
下
り
、
八
百
屋
の
手

朦
薔畿

一一継
麟
一̈一一一

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
ご
協
力
を

繊
鶴
一̈一̈一一一̈一̈
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高所の突然死

貫田 宗男

高所で病死というと高山病が原因と思うのが

普通であろう。しかし、最近の例をみると、急

性高山病とされる高所肺水腫や高所脳浮腫が死

因とは思えない突然死がほとんどのようだ。

私の間き及んだ限 りでも、ネパールのアイラ

ンドピークのベースキャンプ (5100m)で 突如、

呼吸が荒 くなり、4時間後に死亡した63歳の男

性。アコンカグアではトップグループで登頂、

下山中6800m付近で突如、背中の激痛を訴え3

時間後に亡 くなった67歳の男性。最近ではキリ

マンジャロでも5000mの キボハットを出発30

分後に突如倒れこむように動けなくなり、2時

間後搬出中に亡 くなった60歳代の男性など、心

血管系の障害によるものと思われる事例が目立

つ。しかし遺族の同意が得られず、病理解剖さ

れないため死因がわからないことも多い。また

現地で解剖され、明らかに虚血性心疾患、脳血

管疾患が原因と思われる場合でも、慣例からな

のか高山病、肺水腫 として解剖所見に記 された

例 もあ り、正確な死因は究明されないことがほ

とんどである。

今 日では高山病対策の知識、パルスオキシメ

ーター、携帯加圧装置などの対策機器が普及 し、

さらに救助体制 も整ってきてお り、経験豊富な

リーダーやガイ ドが率いるグループで登山する

限 り、高所肺水腫や高所脳浮腫で亡 くなること

は稀になっている。

このような高所での突然死への対応策は、ま

ず登山前の呼吸器機能検査を含む健康診断の徹

底であろう。60歳を過ぎればなんらかの、しか

も時には複数の慢性疾患を持っているものだ。

そのハンディをいかに受け止め、コントロール

していくかが問題である。残念ながら海外の高

みを目指す中高年には未だその自覚が薄い。「山

で死ぬのは本望」では済まない。僻地の高所で

の死亡事故は周 りに多大な迷惑をかけ、遺族に

とっても納得のいかないこともあるだろう。さ

らに現場での対応策も重要である。エヴェレス

トのベースキャンプにおいてさえ、衛星携帯電

話などの通信技術が発達した今、発症から2時

間以内の医療機関への搬出も可能となっている。

短時間で専門医療機関へ移送できるかどうかが

生死、またその後の後遺症の軽重にもおおいに

関わることになる。これからは高山病のみなら

ず、登山者の中高年化に伴う突然死の問題も大

いに検討されるべきであろう。

前
の
路
地
を
２
０
０
口
川
ほ
ど
上
り
返
す

と
旧
老
松
小
学
校

（現
在
は
中
学
校
）

に
出
る
。
子
供
の
足
で
２０
分
く
ら
い
か
。

こ
の
八
百
屋
は
戸
板
の
上
に
野
菜
や
果

物
を
並
べ
て
い
て
、
伊
勢
町
商
店
街
も

同
じ
だ
が
、
道
を
教
え
る
の
も
人
情
も

戦
前
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
。

小
学
校
跡
か
ら
野
毛
山
公
園
を
経
て
、

再
び
桜
本
町
駅
に
戻

っ
て
、
弁
天
橋
を

渡
り
、
本
町
５
丁
目
に
あ
る
横
浜
正
金

銀
行

（現
県
立
歴
史
博
物
館
）
の
前
に

出
た
。
烏
水
が
勤
務
し
て
い
た
銀
行
だ
。

そ
の
先
の
４
丁
目
に
あ

っ
た
商
人
宿

・

高
野
鷹
蔵
旧
宅
跡
は
、
左
側
の
小
豆
色

の
ビ
ル
の
あ
た
り
と
思
わ
れ
る
。
　

　

　

ｎ

海
岸
通
り
に
出
て
岡
野
金
次
郎
が
勤
　
Ｈ

め
て
い
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
は
探
し

た
が
特
定
で
き
ず
、
１
時
半
に
よ
う
や

く
中
華
街
で
昼
食
、
２
時
半
に
出
発
、

元
町
か
ら
日
本
最
初
の
西
洋
式
公
園
を

通
る
つ
も
り
が
、
そ
の
手
前
の
坂
を
上

が

っ
て
し
ま
い
、
元
町
公
園
を
左
に
見

な
が
ら
ウ

ェ
ス
ト
ン
が
住
ん
で
い
た
山

手
聖
教
会
の
牧
師
館
に
３
時
過
ぎ
に
到

着
、

１５
年
前
の
横
浜
ウ

エ
ス
ト
ン
祭
で

知
り
合

っ
た
山
崎
牧
師
は
、
平
塚
の
教

会
に
転
勤
し
て
い
て
会
え
な
か
っ
た
。

港
の
見
え
る
丘
公
園
で
解
散
。
上
高
地

の
河
童
橋
か
ら
横
尾
く
ら
い
の
距
離
を

歩
い
た
が
、
よ
い
旅
で
あ

っ
た
。
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コ
０
一コ
コ
０
一Ｑ

〓
０
０
０
コ
０
ミ
〓
０
「０
計
〓
０
「一ｏ
「
・彙蓄

ゴ
ヨ

ｏ
ｏ
「「⊂
多
ｏ
「∽
・英
訳

〓
０
コ
ゴ
０
コ
コ
ロ
匡
〓
一

１
０
〓ヨ
σ
一コ
ｍ
Ｅ
一計〓
Ｏ
Ｃ汁
０
０
ヨ
０
「０
ョ
一〇
０
１

ヘ
ル
マ
ン

・
ブ
ー
ル

（１
９
２
４
～

１
９
５
７
）
の
伝
記
で
あ
る
。

ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
の
劇
的
な
単
独

初
登
頂

（１
９
５
３
年
）
で
ヒ
ー
ロ
ー

と
な
り
、
さ
ら
に
ブ
ロ
ー
ド

・
ピ
ー
ク

の
初
登
頂

（５７
年
）
を
仲
間
３
人
と
無

酸
素

ｏ
高
所
人
夫
な
し
で
や
っ
て
の
け

た
直
後
に
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
で
消
息
を
絶

っ

た
彼
に
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た

生
前

の
自
著

『八
千
米
の
上
と
下
』

（５４
年
刊

・
横
川
文
雄
訳
の
日
本
語
版

は
６３
年
朋
文
堂
刊
）
が
あ
る
。

こ
の
生
前
自
著
が
、
当
時
の
編
集
者

ク
ル
ト

・
マ
イ
ク
ス
に
よ
る
書
き
直
し

や
加
筆
に
よ
っ
て
ブ
ー
ル
の
実
像
か
ら

著
し
く
乖
離
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が

両
著
者
の
主
張
で
あ
り
、
今
回
は
ブ
ー

ル
夫
人
か
ら
開
示
さ
れ
た
直
筆
の
登
攀

日
記
と
彼
自
身
が
山
岳
雑
誌
な
ど
に
投

稿
し
た
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
原
文
で
掲
載

し

（も

っ
と
も
本
書
は
英
語
版
で
あ
り
、

英
訳
者
を
介
し
て
い
る
の
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
と
は
い
え
な
い
が
）
、
著
者
の
解
説

を
加
え
て
い
る
。
な
お
、
『八
千
米
の

上
と
下
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
稿
は
残
念

な
が
ら
発
見
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

と
く
に
興
味
深
い
箇
所
と
し
て
は
少

年
時
代
の
故
郷
チ
ロ
ル
の
山
々
で
の
大

胆
な
登
攀
、
戦
後
復
員
直
後
の
日
記
と

数
々
の
写
真
。
幼
少
期
、
少
年
ク
ラ
イ

マ
ー
時
代
、
第
２
次
大
戦
中
看
護
兵
と

し
て
出
征
し
た
軍
服
姿
の
写
真
な
ど
も

あ
る
。
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ツ
ト
以
降
チ
ョ

ゴ
リ
ザ
で
の
遭
難
ま
で
は
前
記
自
著
に

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
今
回

「ス
タ
ー
と

そ
の
死
」
と
題
し
た
著
者
に
よ
る
解
説

に
続
い
て

「ド
リ

ュ
西
壁
」
「ブ

ロ
ー

ド

・
ピ
ー
ク
」
に
直
筆
の
レ
ポ
ー
ト
を

掲
載
し
、
最
後
の
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
の
部
分

で
は
ブ
ー
ル
夫
人
へ
の
最
後
の
手
紙
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
デ
イ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー
の

手
記
な
ど
を
引
用
し
て
い
る
。

本
文
最
終
箇
所
は
ブ
ー
ル
遭
難
の
翌

年
、
京
大
隊
の
藤
平
、
平
井
両
氏
が
チ

ョ
ゴ
リ
ザ
南
東
稜
線
上
に
残
さ
れ
た
テ

ン
ト
か
ら
回
収
し
た
ブ
ー
ル
の
最
後
の

日
記
の
引
用
と
デ
イ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー
の

短
い
コ
メ
ン
ト
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

な
お
巻
頭
で
は
メ
ス
ナ
ー
と
ヘ
フ
ナ

ー
の
両
著
者
、
ブ
ー
ル
の
長
女
ク
リ
ー

ム
ヒ
ル
ト

・
ロ
ン
ゼ
ン
ブ
ー
ル
お
よ
び

旧
友
ル
イ
ス

・
フ
イ
グ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ

愛
情
の
こ
も
っ
た
序
文
を
書
い
て
い
る
。

興
味
あ
る
方
は

『八
千
米
の
上
と

下
』
と
の
読
み
比
べ
も

一
興
か
と
思
う
。

（越
田
　
和
雄
）

、日′，
①
ソヽ
〇
⊂
”
一”
一コ
①
①
「
∽
υ
∽
①
”
一Ｌ
①
∩∠

０
０
０
年
　
Ｕ
Ｓ
＄

２４

ｏ
９５
　
２
０

４
ガ

小
池
潜

・
著

『写
真
集
　
愛
し
き
山
稜

双
六
岳
を
め
ぐ
り
て
』

北
ア
ル
プ
ス
の
核
心
部
、
双
六
小
屋

を
は
じ
め
、
他
に
３
か
所
の
山
小
屋
を

経
営
す
る
小
池
潜
さ
ん
は
、
山
岳
写
真

家
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

初
代
、
義
清
氏
が
ご
存
命
の
頃
か
ら

山
小
屋
を
手
伝
い
、
か
た
わ
ら
山
の
写

真
を
撮
り
続
け
４０
年
に
な
る
と
い
う
。

８７
年
に
双
六
岳
周
辺
の
山
々
の
四
季

を
ま
と
め
た
写
真
集

『山
の
彩
り
』
を

図 書 紹 介

幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石

上
梓
、
今
回
の

『愛
し
き
山
稜
』
は
前

著
を
超
え
た
作
品
集
で
あ
る
。

残
雪
も
豊
か
な
春
山
、
陽
光
に
輝
く

山
並
み
、
ブ
ナ
の
新
緑
な
ど
端
正
な
構

図
で
切
り
取
る
。
双
六
周
辺
の
伸
び
や

か
な
山
稜
、
咲
き
競
う
高
山
植
物
な
ど

情
緒
的
に
夏
山
を
描
く
。
柔
ら
か
な
光

を
た
く
み
に
捉
え
た
錦
秋
の
山
々
。
雪

化
粧
を
し
た
北
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
を
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
現
し
、
感
動
さ
せ
る
。

全
作
品
８４
点
、
４
×
５
判
の
大
型
カ

メ
ラ
で
撮
影
、
素
晴
ら
し
い
シ
ャ
ー
プ

ネ
ス
と
臨
場
感
を
見
せ
る
。

序
文
に
山
好
き
の
ド
イ
ツ
文
学
者
、

池
内
紀
氏
。
巻
末
に
作
品
解
説
と
エ
ッ
　
”

セ
イ

「カ
メ
ラ
片
手
に
山
暮
ら
し
４０
　
は

年
」
「繊
細
な
感
性
が
捉
え
た
双
六
岳
の

大
自
然
」
「双
六
小
屋
を
め
ぐ
る
人
々
」

な
ど
を
収
録
。
　

　

（羽
田
　
栄
治
）

２
０
０
３
年
５
月
　
山
と
漢
谷
社
刊

１
１
２
デ
　
３
８
０
０
円

重
廣
恒
夫

・
著

『エ
ベ
レ
ス
ト
か
ら
百
名
山
ヘ

ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
』

１
９
７
３
年
か
ら
１
９
９
５
年
ま
で

の
２３
年
間
に
、
実
に
Ｈ
回
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
に
参
加
し
た
著
者
は
、
こ
の
間
、

飽
く
な
き
登
高
意
欲
を
持
ち
続
け
た
。
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「山
登
り
の
楽
し
み
は
自
ら
計
画
を
作

る
こ
と
に
あ
る
。
地
図
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
、
写
真
集
な
ど
か
ら
目
的
の
山
を
選

び
、
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
の
計
画
を

作
り
、
体
力
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

そ
う
い
う
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
こ
そ
、
実

際
の
登
山
に
お
い
て
気
象
の
変
化
の
合

間
に
垣
間
見
え
る
す
ば
ら
し
い
光
景
や
、

頂
上
で
感
ず
る
達
成
感
は
何
も
の
に
も

代
え
が
た
い
も
の
と
な
る
。

ま
た
も
う

一
つ
の
大
き
な
醍
醐
味
は
、

人
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
山
の
仲
間
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
人
々

と
山
を
通
じ
て
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
」
（本
書
プ

ロ
ロ
ー
グ
よ
り
）

こ
れ
ら
の
考
え
を
多
く
の
方
々
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
書

か
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

第
１
章
で
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
の
計

画
作
り
と
そ
の
運
行
表
、
い
わ
ゆ
る

「タ
ク
テ
イ
ク
ス
」
を
、

８８
年
チ

ョ
モ

ラ
ン
マ
・
サ
ガ
ル
マ
タ
交
差
縦
走
、

９ｌ

ｏ
９２
年
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
、

９５
年
マ

カ
ル
ー
東
稜
の
３
つ
の
遠
征
を
具
体
例

と
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。

第
２
、
３
章
は
７２
～
８５
年
に
か
け
て

７
回
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
様
子
で
あ
る
。

登
山
報
告
書
に
書
か
れ
て
い
な
い
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
と
仕
事
の
両
立
、
高
度
障
害
の

悩
み
、
隊
員
間
の
交
流
、
登
山
を
通
じ

て
会

っ
た
人
々
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

が
書
か
れ
て
い
る
。

第
４
章
は
日
本
百
名
山
１
２
３
日
連

続
踏
破
。
こ
の
計
画
は
著
者
の
職
場
ア

シ
ッ
ク
ス

・
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
部
の
ブ

ラ
ン
ド

「タ
ラ
ス
ブ
ル
バ
」
２０
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
実
行
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
培

っ
た
タ
ク
テ
ィ

ク
ス
が
百
名
山
に
も
活
用
さ
れ
、
生
き

る
役
に
立

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

踏
破
の
全
日
程
の
様
子
、
日
々
感
じ

た
こ
と
が
日
誌
風
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
１
２
３
日
間
に
約
１
０
０
０
名
の

人
々
と
交
流
が
で
き
た
。
（茂
見
　
猛
）

２
０
０
３
年
６
月
　
光
文
社
発
行

３
１
８
ガ
　
新
書
版
　
８
２
０
円

早
川
禎
治

・
著

『カ
イ
ラ
ス
巡
礼
　
イ
ン
ダ
ス
と

ガ
ン
ジ
ス
の
内
奥
を
め
ぐ
る
』

本
書
は
ひ
と
言
で
言
え
ば

「ヒ
マ
ラ

ヤ
周
行
」
、
時
に
は
玄
英
三
蔵
、
川
口

慧
海
の
後
を
追
う
壮
大
で
心
打
つ
冒
険

物
語
で
あ
る
。

旅
は
ま
ず
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
西
部
周
辺
か

ら
始
ま
る
。
こ
の
地
域
は
東
西
文
明
の

複
雑
な
接
点
。
ギ
ル
ギ
ッ
ト
を
起
点
に

ヒ
マ
ラ
ヤ
、
カ
ラ
コ
ル
ム
の
巨
峰
を
飽

か
ず
眺
め
、
遺
跡
、
旧
跡
を
訪
ね
つ
つ

パ
ミ
ー
ル
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
そ
し
て
広
大

な
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
を
横
断
し
て
ウ

ル
ム
チ
に
達
し
て
前
半
を
終
わ
る
。

次
い
で
ネ
パ
ー
ル
に
入
り
、

３３
年
前

と
対
比
し
て
、
今
や
聖
俗
渾
然

一
体
と

な

っ
た
こ
の
国
を
嘆
き
つ
つ
も
、
旺
盛

な
登
山
、
植
物
の
深
い
造
詣
と
自
然
ヘ

の
限
り
な
い
愛
情
を
謳
い
上
げ
て
い
る
。

続
い
て
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
、
本
書
の

表
題
と
な
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
聖
地

「カ
イ
ラ
ス
巡
礼
」
を
敢
行
。
天
葬
、

五
体
投
地
と
鬼
気
迫
る
信
仰
の
世
界
の

実
態
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。

最
後
に
ガ
ン
ジ
ス
の
河
口
に
立
ち
、
感

銘
深
い
今
回
の
長
途
の
旅
を

一
応
終
わ

る
好
著
。
必
読
の
書
で
あ
る
。

筆
者
は
北
海
道
生
ま
れ
、
元
高
校
教

師
、
第
２
次
野
帳
同
人
、
本
会
会
員
で

あ
り

『喜
作
新
道
ノ
ー
ト
』
『知
床
記
』

な
ど
多
数
の
著
書
を
も

つ
、
真
の
博
覧

強
記
の
人
と
い
え
よ
う
。
（小
倉
　
厚
）

２
０
０
３
年
４
月
　
中
西
出
版
　
３

４
４
が
　
１
５
０
０
円
＋
税

『新
編
　
山
の
季
節
』

田
淵
行
男
の
数
多
い
著
作
は
ど
れ
も

い
ま
古
書
店
で
高
価
で
あ
る
。
２
万
円

△世界的に類を見ない貴重な探検記録

禁断のアフガーニスターン・

回廊へ故マスー ド将軍に庇護 され、 1999～2001年 の 3年間

探険に入った世界的に類を見ない貴重な探検記録。
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を
超
え
る
の
は
ザ
ラ
で
、

１０
万
円
を
こ

す
も
の
も
あ
る
。
『山
の
季
節
』
も
そ

の
ひ
と
つ
で
、
こ
れ
は

『山
の
時
刻
』

『山
の
意
匠
』
と
並
ぶ
代
表
作
。
元
版

と
は
構
成
が
変
え
て
あ
る
が
、
印
刷
技

術
の
進
歩
で
文
庫
版
と
い
う
制
約
か
ら

解
放
さ
れ
、
田
淵
行
男
の
世
界
を
味
わ

い
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
実
体
に

疎
遠
で
あ

っ
た
人
々
も
、
こ
れ
で
そ
の

世
界
に
親
じ
め
る
だ
ろ
う
。
土
門
拳
、

入
江
泰
吉
、
星
野
道
夫
な
ど
の
写
真
文

集
文
庫
化
の
ひ
と
つ
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
れ
て
田
淵
行
男
と
旅
が
で
き
、
山
に

登
れ
る
の
は
豪
華
。
　

（大
森
久
雄
）

２
０
０
３
年
６
月
　
小
学
館
文
庫

２
０
５
ガ
　
８
３
８
円

相
川
修

ｏ
著

『日
高
山
脈
の
先
樅
者

相
川
修
遺
稿
集
』

平
成
１０
年
に
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ

た
相
川
修
氏
は
、

１２
年
に
逝
去

（『山

岳
』
第
９６
年

「追
悼
」
参
照
）
。

日
高
山
脈
開
拓
期
の
昭
和
３
年
７
月

に
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
の
初
登

を
目
指
し
た
が
、
慶
應
大
パ
ー
テ
イ
ー

に
１
日
先
ん
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
神

威
岳
は
慶
應
大
が
１
度
、
北
大
が
４
度

挑
ん
だ
が
失
敗
。
５
度
目
に
相
川
氏
が

５
年
７
月
に
挑
戦
し
て
初
登
頂
に
成
功
。

北
大
在
学
中
に
日
高
山
脈
の
主
な
山
に

登
り
、
沢
の
遡
行
や
冬
期
登
攀
に
数
々

の
記
録
を
残
し
て
い
る
。

『北
大
山
岳
部
部
報
』
『ア
ル
プ
』
『山

岳
』
な
ど
多
く
の
著
作
か
ら
１３
篇
を
収

録
。
　
　
　
　
　
　
（高
澤
　
光
雄
）

２
０
０
３
年
７
月
　
９９
ィ
　
ー
０
０

０
円
　
連
絡
先

・
札
幌
市
北
区
北
７

西
６
キ
タ
ノ
ビ
ル
　
い
北
斗
警
備
内

日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部

松
田
敏
男

・
著

山
の
版
画
集

『光
る
山
山
』

松
田
敏
男
さ
ん
が
山
の
画
を
描
き
始

め
ら
れ
た
の
は
１
９
６
９
年
、
今
ま
で

に
何
度
も
個
展
を
ひ
ら
き
、
ま
た
画
集

を
出
す
の
も
こ
れ
で
３
冊
目
に
な
る
。

画
暦
も
山
暦
も
長
い
が
、
日
本
山
岳
会

（京
都
支
部
）
に
入
会
さ
れ
た
の
は
比

較
的
最
近
の
１
９
８
９
年
の
こ
と
で
、

そ
れ
以
来
松
田
さ
ん
に
ご
指
導
を
お
願

い
し
て
、
京
都
支
部
の
画
の
好
き
な
人

た
ち
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
山
行
が
年
に
数

回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、
わ
た
し

は
１
度
だ
け
し
か
参
加
し
た
こ
と
が
な

い
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
た
い
へ

ん
好
評
の
よ
う
で
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に

松
田
さ
ん
の
お
人
が
ら
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
こ
と
は
こ
の
画
集
に
収
め
ら
れ
た

６７
点
の
作
品
に
も
、
添
え
ら
れ
た
い
く

つ
か
の
エ
ッ
セ
イ
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
画
集
の
最
後
の
２
点

「９５
年
初
登
山
は
鈴
鹿
大
峠
に
て
カ
モ

シ
カ
と
見
つ
め
あ
う
」
「春
浅
き
大
峰
、

朝
目
覚
め
て
思
い
を
馳
せ
た
夜
の
出
来

事
」
は
た
い
へ
ん
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
思
わ

ず
笑

っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
こ
の
画
集
の
魅
力
は
何
と

い
っ
て
も
雄
大
な
山
々
を
正
面
に
見
す

え
た
、
迫
力
に
満
ち
た
作
品
群
で
、
そ

れ
は
画
家
の
山
を
見
つ
め
る
真
剣
な
ま

な
ざ
し
と
、
版
画
の
技
法
を
巧
み
に
使

い
こ
な
し
た
様
式
化
の
結
果
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
「五
月
晴

れ
の
槍
ヶ
岳
」
「自
峰
三
山
の
夜
明
け
」

な
ど
の
透
明
感
、
「残
雪
の
乗
鞍
岳
」

の
谷
間
の
も
や
の
印
象
的
な
淡
青
色
、

「黎
明
　
赤
石
岳
」
な
ど
の
朝
の
光
が

よ
う
や
く
稜
線
に
届
い
た
あ
の
感
動
的

な
瞬
間
を
み
ご
と
に
と
ら
え
た
作
品
、

「光
る
山
山
」
と
格
闘
す
る
画
家
の
姿
も

し
の
ば
れ
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
品

を
見
な
が
ら
、
自
身
の
経
験
を
重
ね
合

わ
せ
て
十
分
に
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。

松
田
さ
ん
は
ま
だ
５０
歳
代
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
す
ば
ら
し
い
作
品
を
生
み

出
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
る
。

（廣
瀬
　
幸
治
）

出版年 寄贈/購入別

図書受入報告 (2003年12月 )

ベージ・大きさ 出版元著 者 書   名

佐藤利幸・他 (編) 信州大学山岳科学総合研究所年報 (第 1号 )

京都一中山岳部史編纂委員会(編)行手は北山その彼方

三浦雄一郎    高く遠い夢 :70歳 エベレスト登頂記

中島文夫 (編)   70歳エベレスト登頂 :三 浦雄一郎・豪太父子の8848m

日外アソシエーツ(編 )自然と冒険の旅 :読書案内・紀行編

平位剛       禁断のアフガーニスターン・パミール紀行

廣瀬誠      立山のはなし:佐伯有頼少年像建立記念

文部科学省登山研修所(編)登山研修 (Vol.18,2003)

上田茂春 (編)   鳥山房蔵山岳遭難関係文献、及び岳人の追悼・遺稿文献目録

Peter Grauss et al. BERG 2004(Alpenvereins Jahrbuch Bd。 128)

Wolfgang Heichel  Chronik der Erschliebung des Karakorum

185pp/30crn

292pp/22crll

245pp/20crll

106pp/26crn

438pp/21crn

487pp/22crn

130pp/19crn

109pp/30crn

319pp/26crn

320pp/27crn

336pp/28crn

信州大学山岳科学総合研究所 2003

北山の会    2003
双葉社     2003
双葉社     2003
日外アソシエーツ 2002

ナカニシヤ出版  2003
北日本新聞社  2003
文部科学省登山研修所 2003

鳥山房     2003
DAV,OAV,AVS 2003
DAV,OAV    2003

発行者寄贈

発行者寄贈

ミウラドルフィンズ寄贈

ミウラドルフィンズ寄贈

図書委員会寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

発行者寄贈

購入

発行者寄贈

発行者寄贈
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２
０
０
３
年
７
月
　
東
京
新
聞
出
版

局
発
行
　
２
８
０
０
円

原
山
智

・
山
本
明

ｏ
共
著

『超
大
山

「槍

・
穂
高
」
』

長
野
県
中
央
部
を
故
郷
と
す
る
高
校

時
代
か
ら
の
仲
間
が
北
ア
ル
プ
ス
連
峰

の
地
質
構
造
を
語
る
。
ラ
イ
タ
ー
で
あ

る
山
本
が
、
地
質
学
者
で
あ
る
原
山
に

語
ら
せ
る
形
を
と
っ
て
い
て

「地
質
探

偵
ハ
ラ
ヤ
マ
北
ア
ル
プ
ス
誕
生
の
謎
を

解
く
」
と
い
う
副
題
が
示
す
通
り
、
山

本
は
凡
人
代
表
の
ワ
ト
ソ
ン
の
役
を
つ

と
め
て
、
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
の
天
才
的

推
理
を
引
き
出
す
脇
役
に
徹
す
る
。

北
ア
ル
プ
ス
の
山
脈
形
成
過
程
の
探

究
を
ス
ト
レ
ー
ト
な
学
術
論
文
の
形
で

展
開
さ
れ
て
も
、　
一
般
人
に
は
理
解
が

し
に
く
か
ろ
う
。
い
わ
ば
漫
才
の
ボ
ケ

と
ツ
ッ
コ
ミ
の
役
割
分
担
に
よ
っ
て
山

岳
地
形
と
岩
石
の
観
察
の
楽
し
さ
を
気

付
か
せ
よ
う
と
す
る
自
然
観
察
入
門
書

の
性
質
が
本
書
に
あ
る
。

槍

・
穂
高
が
火
山
活
動
の
産
物
だ
と

い
う
意
外
な
指
摘
か
ら
は
じ
ま
る
。
穂

高
か
ら
槍
ヶ
岳
ま
で
の
山
々
の
地
質
学

的
な
謎
と
秘
密
が
実
証
と
推
理
の
た
く

み
な
綾
に
よ
っ
て
次
々
に
解
か
れ
て
い

く
。
地
表
に
露
出
し
た
岩
石
と
、
地
下

深
層
の
巨
大
な
構
造
と
の
あ
い
だ
の
関

係
を
、
探
偵
に
擬
せ
ら
れ
た
人
の
言
葉

と
豊
富
な
写
真
と
図
版
に
よ

っ
て
、
つ

ま
り
多
数
の
証
拠
物
件
に
よ

っ
て
明
ら

か
に
す
る
、
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。

既
成
の
説
を
疑
い
、
新
し
い
仮
説
の

も
と
で
新
説
を
立
て
る
の
は
、
学
術
の

営
み
の
常
で
あ

っ
て
、
本
書
で
展
開
さ

れ
る
新
学
説
が
絶
対
的
で
究
極
的
な
真

実
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
さ
ら
な

る
手
続
き
と
歳
月
が
必
要
と
な
る
に
違

い
な
い
が
、
私
は
本
書
を
楽
し
み
つ
つ

読
ん
だ
。
知
的
好
奇
心
を
触
発
す
る
読

み
も
の
で
あ

っ
て
、
研
究
の
結
果
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
観
察
と
思
考
の
方
法

論
を
と
も
に
考
え
る
た
め
の
刺
激
に
満

ち
て
い
る
。
　

　

　

（宮
下
　
啓
三
）

２
０
０
３
年
６
月
　
山
と
漢
谷
社
発

行
　
２
３
７
ガ
　
ー
５
０
０
円

大
谷
映
芳

・
著

『辺
境
へ
』

こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
が
つ
く
と
手

に
と
っ
て
み
た
く
な
る
が
、
そ
こ
に
住

む
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
土
地
が
辺
境

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
な
ら
、

ど
ん
な
思
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
、
複

雑
な
気
分
に
な
る
の
も
事
実
だ
。

著
者
の
手
が
け
る
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
は
、
時
間
の
許
す
か
ざ
り
目

に
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
本
に
な
る
な

ら
、
映
像
で
は
描
き
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
、

そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
人
と
の
触
れ
合

い
の
場
だ
ろ
う
と
、
予
測
と
期
待
を
持

っ
て
読
ん
だ
。

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
は
ブ
ー

タ
ン
、
ギ
ア
ナ
高
地
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
、

ド
ル
ポ
、
ア
フ
リ
カ
の
グ
レ
ー
ト

・
リ

フ
ト

・
バ
レ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、

ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ
の
７
つ
。
そ
の
ど
れ
も

で
濃
密
な
旅
を
続
け
、
辺
境
と
い
わ
れ

る
地
で
文
明
と
は
何
か
を
問
い
続
け
る
。

さ
ら
に
高
度
に
発
達
し
た
社
会
か
ら
見

る
と
不
自
由
と
も
思
え
る
人
々
の
暮
ら

し
を
考
え
、
彼
の
地
で
の
交
わ
り
を
通

じ
て
人
々
の
上
に
思
い
を
馳
せ
る
。
こ

の
種
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
あ
り
が

ち
な
押
し
つ
け
が
ま
し
い
と
こ
ろ
も
な

く
、
覗
き
見
的
で
な
い
姿
勢
は
好
ま
し

い
。
そ
し
て
、
仕
事
と
趣
味
が

一
致
し

た
人
の
幸
せ
が
感
じ
ら
れ
る
。

写
真
が
ほ
と
ん
ど
２
ペ
ー
ジ
ご
と
に

見
開
き
で
多
用
さ
れ
て
、
つ
や
消
し
の

カ
ラ
ー
が
よ
り

一
層
人
々
の
素
朴
な
魅

力
を
引
き
出
し
て
い
る
が
、
文
章
が
中

断
さ
れ
る
の
が
も
ど
か
し
く
、
そ
の
点

が
や
や
惜
し
い
。
　

　

（泉
　
久
恵
）

２
０
０
３
年
９
月
　
山
と
漢
谷
社
発

行
　
２
３
９
ガ
　
２
６
０
０
円

ユングフラウヨッホにいちばん近い村、ウェンゲンの

家庭的なホテルアイガーと、スイスの旅の専門店

アルプスウェイが自信をもつてお勧めする共同企画。

アルプスウェイご利用で、ホテルアイガーに  ズ録
お泊まりの日本山岳会会員様へ4つの特典。 」ご

｀
電畠、

通動 量朧滋

プロユングフラウのよく見えるお部屋を    滅野
7"澤

甲騨臨.

優先的にご提供。        ■銀 C`lgerWQN6こヾ

2.民族料理フォンデューを

ご滞在中の夕食に1回ご用意。

aアルプスウェイ駐在員による

1日 の専属ガイドサービス。

4.ホテルのオーナー、フックス氏より

地元産リキュールをプレゼント。

あなたのスイス旅行を、このホテルアイガ…滞在を組み入れてご用意します。

倉軍態[アルフアウェイ 劇LPS路驚
Ⅵ′蠍〔http ://www.fe I I ow-trave I . co.j p/

〒150‐0043東京都渋谷区道玄坂2‐ 16‐8ビジネスヴィップ渋谷ビル4F

Tlel.(03)5489‐ 9541 Fax.(03)5489‐ 6300
e‐mail alpsway@fe‖ owiraveLcojp
〒530‐0002大阪府大阪市北区曽根崎新地2‐ 3‐13若杉大阪駅前ビル6F
=Tlel.(06)6347‐

8984 Fax.(06)6347‐ 8986
e‐mai1 0Saka@fel:01W■ raVel・CO.ip

主催 :株式会社フ ェ ロ … ト ラ ベ ル ゛ 樵 鼎 鼎
員

国土交通大臣登録旅行業664号  協賛:ウ ェンゲン観光局・ツェルマット観光局 後援 :ス イス政府観光局
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ポカラ国際山岳博物館支援募金報告

■募金の経緯

年次晩餐会には、ネパール山岳協会 (NMA)の アン

ツェリン会長らが、日本からの資金援助に対し謝意を

表するために来日し、お陰で、本年2月 5日 にはグラン

ド・オープン (開所式)を行う運びになったことを述

べられたので、ご高承の方もおられると思います。

すでにこの博物館 (以下ポカラ山博と称す)の建設

募金については、本会でも平成10年 11月 には1136万

円を、更に翌年5月 には181万 円を、会員からの募金

で協力しており、14年4月 からは本会会員、安藤久男

氏がJICAの学芸員 (シエア・ボランテイア)と して赴

任して、協力。15年 2月 には仮オープンを行いました

が、資金不足のため、同年3月 には、NMAよ り追加資

金協力の要請がありました。

■募金委員会の設置

これに対し本会での募金は、同年5月 より、本会 100

周年記念事業募金も始められたので、会を挙げての募

金は困難のため、マナスルの当時の隊員ら7名 が世話

人となって、「日本山岳会ポカラ山博支援委員会」 (川

喜田二郎代表)を組織し、本会ヒマラヤ登山関係者、

役員、委員、評議員、支部長、ネパール観光年記念 ト

レッキング参加者、前回の大口募金協力者などに呼び

かけ、募金目標300万 円 (1口 5000円 )、 募金期 日を

同年9月 末として、募金を行いました。

■募金の成果と使途

その結果9月 末日では、200万 円に達 したものの、

最終的には、2,230,790円 の募金にとどまり、募金目

標額の74%で、年末をもって募金を締めました。

これに先立ちNMAからの希望もあって、11月 10日

には、NMAに 対し200万円 (US$18,083,19)を 日

本山岳会として送金。この資金は、屋外のマナスル・

モデルの建設、屋外園地整備、展示室内のディスプレ

イ等に使用されました。

残額21万 円は、ポカラ山博計画の初期の段階に、

NMA元会長ダワ・ノルブ氏との約束があった大森弘一

(

募金委員会事務局 松田雄―

郎会員によるパノラマ航空写真の大型写真20枚 の制

作費にあてましたが、この制作にはセイコー・エプソ

ン社の協力で、現物寄贈を行うことができました。

■募金の収支

1募金収入

2支出額

2,230,790円 ― ①

NMA宛送金額  2,000,000円
エプソン支払い   210,000円

郵便振替手数料・海外送金料  17,195円

支出 計

①一②

2,275,915円 ― ②

3,595円3差引

なお、ご協力いただいた募金者の芳名は次の通りで

す。記して謝意を表します。

ポカラ国際山岳博物館支援募金者名簿

(平成 15年 12月末日現在・敬称略)

今西芳子 (30日 )、 今西邦夫 (30日 )、 橋本龍太郎 (20日 )、

安藤久男 (20日 )、 坂口三郎 (10日 )、 法政大学山想会 (8

日)、 日大櫻門山岳会 (8日 )、 大阪市大OB会有志 (36,000

円)、 (6日 )石坂昭二郎、斉藤惇生、村本潤次郎、日下田

賃、藤井信巳、松田雄一、八木原囲明、ポカラ山岳博物館

建設募金委員会 (29,790円 )、 吉村健児 (5日 )

(以下4口 )大塚博美、金子宏、神崎忠男、田中文男、法政

大学山岳部、宮川良雄 (以上小計 1,050,790円 )

(2回 )青木巌、青木義明、赤井一隆、赤羽孝一郎 秋山光

男、朝比奈英三、浅利欣吉、鰺坂青青、阿部一孝、池永薫

璽、石田要久、泉尾忠、市川次良、一カ英夫、岩田修二、

岩坪五郎、牛木素吉郎、遠藤光男、大石惇、太田晃介、大

庭貞江、大橋秀一郎、大森薫雄、岡本丈夫、岡本如矢、荻

野昌宏、荻野和彦、奥原教永、尾崎徳郎、小田知枝、織田

沢美知子、尾上昇、河西瑛一郎、上條敏昭、川勝弘一、川

喜田二郎、川崎精雄、木崎甲子郎、北林嘉鶴子、吉川暢一、

絹川祥夫、本下是雄、本村勝久、熊谷義信、黒川恵、河野

之保、小林年、斉藤敏男、三枝礼子、坂倉登喜子、真田幸

俊、塩沢厚、芝田稔、杉野目浩、関孝治、高木徹、高田充

克、高橋通子、高橋脩、竹内俊夫、竹田寛次、竹中彰、田

辺寿、田部井淳子、寺田和雄、土合敦彦、鳥橋祥子、中嶋

17)
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１２
月
理
事
会

日
時
　
１２
月
１０
日
１８
時
３０
分
～
２０
時
２０

分
ま
で

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林
、

橋
本
各
副
会
長
、
藤
本
、
今
村
、
小
川
、

朴
元
、
大
蔵
、
贄
田
、
黒
川
、
鈴
木
、

野
口
、
石
田
、
篠
崎
各
理
事
、
内
田
、

一
カ
各
監
事
、
宮
崎
、
鰺
坂
、
小
倉
（董
）、

西
村
、
重
廣
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
田
村
、
鳥
居
各
理
事

【審
議
事
項
】

１
　
岡
田
前
評
議
員
の
調
査
申
し
入
れ

に
対
す
る
調
査
委
員
会
の
報
告
と
山
岳

会
の
処
置
に
つ
い
て
　
　
　
平
山
会
長

本
年
８
月
に
提
出
さ
れ
た
岡
田
前
評

議
員
よ
り
の
調
査
申
し
入
れ
に
対
し
て
、

竹
内
委
員
長
の
も
と
に
、
宮
下
、
小
倉
、

松
田
、
石
橋
各
氏
に
よ
る
調
査
委
員
会

を
設
け
て
Ｈ
回
に
わ
た
る
調
査
委
員
会

を
開
催
し
、
関
係
者
の
事
情
聴
取
を
行

っ
た
が
、　
一
部
不
明
確
な
点
も
あ
る
の

で
も
う
少
し
時
間
的
な
余
裕
を
い
た
だ

き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

２
　
会
報

『山
』
原
稿
修
正
に
つ
い
て

篠
崎

Ｈ
月
度
理
事
会
で
別
紙
の
如
き
会
報

『山
』
の
扱
い
に
つ
い
て
提
案
し
た
が
、

当
日
会
報
担
当
理
事
今
村
氏
不
在
に
つ

き

一
方
的
な
話
に
終

っ
た
の
で
再
度
提

案
し
た
い
。

会
報
担
当
の
今
村
常
務
理
事
よ
り
、

「今
回
の
件
に
つ
い
て
は
配
慮
が
足
ら

ず
申
し
訳
な
い
。
『山
』
の
原
稿
の
割
付

け
は
、
入
稿
状
況
に
よ
り
決
め
て
い
る
。

従

っ
て
字
数
は
そ
の
都
度
編
集
者
が
決

め
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
あ
る
程
度
、

編
集
者
に
お
ま
か
せ
い
た
だ
き
た
い
」

旨
の
発
言
あ
り
。
で
き
る
限
り
、
原
稿

入
稿
者
の
意
図
に
気
を
く
ば
っ
て
編
集

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

（承
認
）

３
　
山
岳
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贄
田

現
行
の
山
岳
保
険
の
適
用
範
囲
を
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
の
低
山
登
山
に
も
拡
大

し
た
い
と
の
提
案
。

本
件
に
関
し
黒
川
理
事
と
提
案
元
の

東
京
海
上
火
災
保
険
的
と
打
合
せ
し
、

そ
の
交
渉
に
つ
い
て
は
黒
川
理
事
に
一

任
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

【報
告
事
項
】

以
下
の
件
が
担
当
者
よ
り
報
告
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

１
　
中
国
登
山
協
会
訪
間
に
つ
い
て会

長

Ｈ
月
１５
日
、
中
国
登
山
協
会
を
表
敬

訪
問
し
た
。
同
行
者
は
藤
本
総
務
担
当

理
事
、
神
崎
元
監
事
。

王
宝
良
主
席
、
李
致
新
副
主
席
、
変

開
封
副
主
席
な
ど
と
会
談
し
、
今
後
両

国
の
山
岳
会
が
直
接
に
話
合
い
友
好
関

係
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

２
　
イ
ン
ド
山
岳
会
サ
テ
イ
ア

・
ダ
ム

氏
来
訪
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
黒
川

１
月
２５
日
０
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
で

「新
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
会
議
」
を
開
催
。

１
月
３０
日
０
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
に
て

若
手
会
員
と
懇
談
。
な
る
べ
く
理
事
会

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
ご
出
席
い
た
だ

き
た
い
。

３
　
海
外
登
山
基
金
申
込
み
期
限
の
延

長
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵

１２
月
末
が
締
切
り
期
日
で
は
あ
る
が
、

今
期
中
に
決
定
す
る
よ
う
に
締
切
り
を

２
月
に
延
期
し
た
い
。

４
　
ガ
ン
ケ
ル

・
プ
ン
ズ
ム
中
止
を
読

売
新
聞
に
申
し
入
れ
る
件
　
　
　
今
村

こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
、
今
村
理
事

が
読
売
新
間
に
正
式
に
中
断
を
伝
え
る
。

５
　
山
研
利
用
状
況
　
　
　
　
　
小
川

平
成
１５
年
は
前
年
に
比
べ
２
４
６
名

減
の
６
５
０
名
と
な
っ
た
。
今
年
は
冷

夏
の
影
響
も
あ

っ
て
減
少
し
た
。

６
　
支
部
の
集
会
へ
の
本
部
か
ら
の
出

席
者
決
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
藤
本

会
長
、
副
会
長
、
常
務
理
事
で
相
談

し
て
決
め
て
い
く
。

７
　
２
月
度
理
事
会
日
程
変
更
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

定
例
理
事
会
が
休
日
の
た
め
次
の
よ

う
に
変
更
す
る
。

●
２
月
１０
日
の
　
常
務
理
事
会

●
２
月
１２
日
囚
　
理
事
会

８
　
そ
の
他

①
ｌ
０
０
周
年
の
募
金
で
１
万
円
で
は

受
入
れ
ら
れ
な
い
と
回
答
を
し
た
ケ
ー

ス
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
問
題
で
は
な
い

か
。
す
べ
て
の
募
金
が
受
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
。
Ｐ
Ｃ
の
組
立
て
を
う

ま
く
や
り
会
員
１
０
０
イ
の
募
金
を
目
　
詢

標
に
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀
　
は

②
ネ
パ
ー
ル
の
Ｎ
Ｍ
Ａ
の
会
長
ら
が
来

日
し
た
。
２
０
０
６
年
５
月
９
日
を
マ

ナ
ス
ル

・
デ
ー
と
す
る
と
の
提
案
が
あ

り
、
マ
ナ
ス
ル

・
デ
ー
を
１
０
０
周
年

記
念
事
業
に
組
込
む
こ
と
に
し
た
。

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
担
当イラスト 宇都木慎一

削

舅
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イラス ト 宇都木慎一

◆
第
３２
回

「山
岳
史
懇
談
会
」

図
書
委
員
会

創
立
７０
周
年
を
迎
え
、
昨
年
そ
の
集

大
成
と
も
い
う
べ
き
記
念
誌
を
上
梓
し

た
静
岡
大
学
山
岳
部
の
７０
年
の
歴
史
を

山
本
良
三
氏
に
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
４
月
９
日
０
１８
時
３０
分
よ
り

場
所
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

主
題
　
静
岡
大
学
山
岳
部
７０
年
の
歴
史

講
師
　
山
本
良
二
会
員

◆
第
４
回
高
尾
の
森

「植
樹
祭
」

自
然
保
護
委
員
会

ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
ど
う
ぞ
。

期
日
　
４
月
Ｈ
日
０

集
合
　
裏
高
尾
小
下
沢
旧
八
王
子
キ
ャ

ン
プ
場
１０
時

（高
尾
北
日
か
ら

小
仏
行
バ
ス
ー５
分
、
日
影
下
車

徒
歩
４０
分
）

持
物
　
作
業
手
袋
と
お
弁
当

服
装
　
一
般
ハ
イ
キ
ン
グ
の
服
装
で

参
加
費
　
５
０
０
円
（学
生
２
０
０
円
）

募
集
　
３
０
０
名

（定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
、
申
込
は
お
早
め
に
）

申
込
　
氏
名
、
住
所
、
電
話
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
う
え
山
川

陽
一
宛

（Ⅲ
０
４
２
１
３
７
４

１
７
１
６
５
　
メ
ー
ル
　
」＞
０

｛”
澪
”
〇
”
〇
ヨ
〇
ユ
◎
コ
一沖
く
・０
０
ヨ
）

◆
恒
例
の
歩
く
ス
キ
ー
　
山
げ
ら
の
会

期
日
　
４
月
９
日
⑥
～
Ｈ
日
０

場
所
　
銀
山
平

ｏ
奥
只
見
丸
山

（宿
舎

よ
リ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

宿
泊
　
新
潟
県
六
日
町
国
際
温
泉
ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル

集
合
解
散
　
宿
泊
地

（送
迎
あ
り
）

費
用
　
２
万
円

（２
泊
５
食
懇
親
会
）

申
込
　
３
月
１０
日
ま
で
に
会
員
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
レ
ン
タ

ル
ス
キ
ー
の
要
否
、
交
通
手
段

明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル

で
野
川
初
江
宛

（〒
２
７
５
１

０
０
１
４
　
習
志
野
市
鷺
沼
１

１
１
′４
１
１
７
Ｊ
　
コ
〇
∞
”
ダ
、”
〇
（）Ｑ
∞
・

Ｑ
一〇
Ｄ
・Ｄ
①
こ
り
）

＊
ボ
ー
ゲ
ン
程
度
以
上
の
方

＊
実
施
要
領
は
申
込
者
に
別
途
送
付

◆
残
雪
の
秀
嶺
と
向
き
合
う
山
旅

ゆ
き
わ
り
会

会
の
結
成
記
念
に
残
雪
の
秀
嶺
と
対

面
。
会
員
以
外
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

問   申     行 期
合   込     程 日

１２
月

１
日
　
総
務
委
員
会

４
月
１７
日
０

富
士
吉
田
駅
９
時
集
合
、

９
時
０５
分
出
発
（バ
ス
）上

卦
便

局
―
鳥
居
地
峠
―
高
座
山
―
杓

子
山
―
不
動
の
湯
（タ
ク
シ
ー
）

―
富
士
吉
田
駅
歩
行
約
４
時
間

ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望
を
明
記
し
、

３
月
３１
日
ま
で
に
事
務
局
ゆ
き

わ
り
会
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
宛

皆
川
恵
男

（ＴＥＬ
０
４
２
１
３
７

３
１
３
０
０
３
）

修

（７
０
８
１
）
０２

ｏ
３

ｏ

五
十
嵐
昭
市

9
0
2
6

03

12

柴
田
重
太
l日 |「

2
2
1

4

03

12

坪
山
淑
子

1

0
2
6
4

03

11

==
員

異
動

水 小
玉 原

勇 達

1 5
3 1
3 0
3 2
0V

東 東
海 海

水 退 金
沼 会 澤
数  守
馬  恭

2    3
3    6
3    2
1    7

03

12

林 香
月

長 慶
禎 太

9 8
9 9
4 1
1 0

03 03

11 2

船 物
山 故麗

■
■
回
目

12 11 51 23 1 26 28

３

日

５

日

８

日

９

日
日

17 16 11 10
日 日 日 日

19

日
18

日
2420

図
書
委
員
会
　
山
岳
地
理
ク
ラ

ブ
　
０２
同
期
会

Ｊ
Ａ
Ｃ
０１
会

総
務
委
員
会
　
長
期
目
標
検
討

委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
つ
く
も
会
　
休
山
会

学
生
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

二
火
会
　
九
五
会
　
００
同
期
会

図
書
委
員
会
　
山
研
運
営
委
員

△バ
　
　
一一下ヤ↑△ム

科
学
委
員
会
　
９７
同
期
会
　
山

遊
会

事
業
委
員
会
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
　

‐９

卜
小
委
員
会
　
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
　
＜

ク
ラ
ブ
　
０２
同
期
会

Ｓ
Ａ
Ｎ
燦
会
　
つ
く
も
会

自
然
保
護
委
員
会
　
百
周
年
記

念
事
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

１２
月
来
室
者
５３８
名
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